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暦

人食

街楽
　
未
来
に
向
か
っ
て
果
敢
に「
挑
戦
」し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
様
な
主
体

の
交
流
・
連
携
と
人
財
の
活
用
が
必
要
で
す
。

　
市
勢
要
覧
は
、
本
市
の
歴
史
や
風
土
と
と
も
に
、
人
物
や
季
節
、
街
並
み

な
ど
を
紹
介
し
、
本
市
の
魅
力
と
将
来
像
を
存
分
に
お
伝
え
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
要
覧
を
通
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
笠
間
に
魅
力
を
感
じ
、
新
た

な
時
代
へ
、
未
来
に
向
か
っ
て
共
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
笠
間
市
は
、
長
い
歴
史
と
風
土
に
育
ま
れ
た
豊
か
な
文
化
が
あ
り
、
医
療

や
福
祉
、
学
び
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
暮
ら
し
や
す
い
環
境
も
整
っ
た
、
魅
力

の
あ
る
都
市
で
す
。

　
現
在
、
国
全
体
で
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
ま
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
将
来
像
を「
文
化
交
流
都
市
～
未
来
へ
の
挑
戦
～
」と
し
、「
持
続
可

能
性
の
向
上
」、「
社
会
変
化
へ
の
対
応
強
化
」、 「
D
X
の
加
速
化
」の
3
つ

を
方
針
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
克
服
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の「
挑
戦
」

を
続
け
て
い
ま
す
。

”文
化
交
流
都
市 

笠
間
“は

  ﹁
未
来
へ
の
挑
戦
﹂を
続
け
て
い
き
ま
す
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　元号が令和へと変わり、変容
する世界の流れに遅れまいと国
際化が進む昨今。茨城県におい
ても、海外との取引や外国人の
往来が活発になる中で、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大や、
世界情勢の変化に伴う物価の高
騰など、私たちを取りまく環境
は大きく様変わりした。このよ
うな世の中にあって誰もが求め
る「幸せ」とは何だろうか。
　今、この世の中の潮流にあっ
て、わが街・笠間を見つめてみ
ると、この街を訪ねる多くの人
びとの笑顔のゆえんがわかるよ
うな気がしてならない。

　
爽
快
な
青
空
が
、
笠
間
に
は
よ
く
似
合
う
。

　
笠
間
市
は「
日
本
三
大
稲
荷
」の
一
つ
と
し
て

名
高
い
笠
間
稲
荷
神
社
や
、
二
五
〇
年
の
歩
み

を
誇
る
笠
間
焼
な
ど
、
脈
々
と
流
れ
る
歴
史
と

伝
統
が
受
け
継
が
れ
る
街
。
四
季
の
豊
か
さ
を

感
じ
さ
せ
る
山
々
と
森
林
に
囲
ま
れ
、
里
山
と

田
園
の
光
景
に
人
び
と
の
営
み
が
温
か
く
映
る

街
。
交
通
網
に
恵
ま
れ
、「
行
き
来
す
る
人
び
と

を
迎
え
て
は
も
て
な
す
こ
と
に
長
け
た
市
民
と

賑
わ
い
」が
人
と
の
交
流
を
育
む
街
―
様
々
な
顔

を
持
つ
街
だ
。
そ
ん
な
街
を
ゆ
っ
く
り
と
自
転

車
で
旅
し
て
み
た
。
爽
快
な
青
空
の
も
と
、
気

分
は
心
地
よ
い
風
と
と
も
に
な
び
く
。

　
始
点
は
J
R
常
磐
線
と
J
R
水
戸
線
が
合
流

す
る
友
部
駅
。
こ
の
駅
を
含
め
て
、
笠
間
市
に

は
J
R
常
磐
線
の
岩
間
駅
、
水
戸
線
の
宍
戸
駅
、

笠
間
駅
、稲
田
駅
、福
原
駅
と
六
つ
の
駅
が
あ
る
。

今
回
は
友
部
駅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
を
利
用
し
て
み
よ
う
。
友
部
駅
か
ら
は

常
磐
線
の
特
急（
下
り
）の
ダ
イ
ヤ
に
合
わ
せ
て

「
か
さ
ま
観
光
周
遊
バ
ス
」も
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　

友
部
駅
の
北
口
を
ス
タ
ー
ト
し
、
水
戸
線
沿

い
に
西
へ
二
キ
ロ
ほ
ど
走
る
と
、
宍
戸
駅
が
あ

る
。
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ『
鎌
倉
殿
の
13
人
』で

も
描
か
れ
た
御
家
人
の
一
人
・
八
田
知
家（
常
陸

守
護
職
）の
四
男
・
家
政
が
領
地
と
し
、
そ
の
名

を「
宍
戸
氏
」と
称
し
た
こ
と
か
ら「
宍
戸
荘
」と

呼
ば
れ
た
の
が
、
こ
の
地
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に

は
、
徳
川
家
康
の
十
一
男
で
水
戸
徳
川
家
の
祖
で

あ
る
徳
川
頼
房
の
第
七
子
・
頼
雄（
水
戸
光
圀
の

弟
）が
こ
の
地
を
拝
領

し
、
こ
の
地
を
治
め
宍

戸
藩
が
成
立
し
た
。
中

世
の
歴
史
は
、
宍
戸
城

跡
や
陣
屋
跡
な
ど
、
今

も
地
域
の
誇
り
と
し
て

敬
わ
れ
て
い
る
。な
お
、

　市内の観光拠点間を移動する交
通手段として、笠間市で導入してい
るシェアサイクル（電動アシスト付
自転車）は、友部駅北口、道の駅か
さま、笠間駅、笠間芸術の森公園（笠
間工芸の丘）、かさま歴史交流館井
筒屋に設置されている。利用には、
事前にアプリでの会員登録が必要。

A  P h oto  R e p o rt  o f  B i ke  R i d i n g  i n  K a s a m a

自 転 車 回 遊 編

わが街、探訪記

わが街、探訪記

　宍戸城跡は、土塁の
一部だけ残っていて、
その上に末廣稲荷神社
がある。歴史民俗資料
館（写真下）には宍戸
城の絵図などが展示さ
れている。

　
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
で
、
笠
間

藩
は
笠
間
県
に
、
隣
接
す
る
宍
戸
藩
は
宍

戸
県
と
な
り
、
同
年
十
一
月
に
両
県
は
統

合
さ
れ
て
茨
城
県
と
な
る
。
旧
笠
間
城
下

町
は
笠
間
町
と
改
称
さ
れ
、
明
治
二
十
二

年
、
水
戸
鉄
道（
現
・
J
R
水
戸
線
）
が

開
通
す
る
と
、
笠
間
駅
と
大
田
町
駅（
開

業
後
、
宍
戸
駅
と
改
称
）
が
設
置
さ
れ
、

鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
て
い
く
。
六
年
後
に

水
戸
鉄
道
は
日
本
鉄
道（
現
・
J
R
常
磐

線
）に
譲
渡
さ
れ
、「
土
浦
線
」が
開
通
す

る
と
、「
岩
間
駅
」な
ら
び
に
水
戸
線
と
接

続
す
る「
友
部
駅
」が
設
置
さ
れ
た
。
大
正

十
二
年
に
は
郡
制
が
廃
止
さ
れ
、
岩
間
村

は「
岩
間
町
」に
。
戦
後
、
宍
戸
町
の
一
部

で
あ
っ
た
南
友
部
は
駅
周
辺
の
繁
栄
と
と

も
に
発
展
し
、
昭
和
三
十
年
に
宍
戸
町
な

ど
と
合
併
し
て「
友
部
町
」が
誕
生
。
笠
間

町
は
、
昭
和
三
十
年
に
大
池
田
村
な
ど
と

合
併
、
昭
和
三
十
三
年
に
は
稲
田
町
と
合

併
し
、
同
年
市
制
施
行
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
平
成
十
八
年
三
月
十
九
日
、
昭

和
・
平
成
と
発
展
を
遂
げ
て
き
た
旧
笠
間

市
・
旧
友
部
町
・
旧
岩
間
町
が
合
併
し
、

新
笠
間
市
が
誕
生
し
た
。

笠間の歴史
（概要）
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わが街、探訪記

東
京
五
輪
二
〇
二
〇
に
合
わ
せ
て
、
令
和
三
年

四
月
に
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
国
際
大
会
が
開

催
で
き
る
国
内
最
大
規
模
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

「
ム
ラ
サ
キ
パ
ー
ク
か
さ
ま
」が
オ
ー
プ
ン
。
新

た
な
賑
わ
い
と
楽
し
さ
を
創
造
・
発
信
し
な
が

ら
、
街
は
進
化
し
続
け
る
。

　

そ
の
進
化
を
遡
る
よ
う
に
、
芸
術
と
陶
芸
の

丘
か
ら
笠
間
藩
の
下
屋
敷
跡
の
あ
る「
佐
白
山
ろ

く
公
園
」へ
向
か
っ
た
。
こ
こ
で
少
し
笠
間
の
地

理
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

茨
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
笠
間
市

は
、
北
か
ら
西
、
南
に
か
け
て
山
に
囲
ま
れ
て
い

る
。
北
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
の
栃
木
県
と
の

境
に
は
八
溝
山
地
の
鶏
足
山
塊
が
延
び
、
国
見

山（
三
九
一
M
）
や
仏
頂
山（
四
三
〇
M
）
が
連

な
る
。
西
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
は
筑
波
山
塊

が
あ
り
、
吾
国
山（
五
一
八
M
）
や
難
台
山

（
五
五
二
M
）、
火
防
信
仰
で
知
ら
れ
る
愛
宕
山

（
三
〇
六
M
）が
あ
る
。
こ
の
笠
間
盆
地
の
中
央

に
位
置
し
、
街
を
一
望
で
き
る
佐
白
山（
一
八
二

M
）の
山
頂
に
、
承
久
元
年（
一
二
一
九
年
）、
笠

間
城
が
建
て
ら
れ
た
。
築
い
た
の
は
、
藤
原
姓

宇
都
宮
氏
の
一
族
と
し
て
常
陸
国
笠
間
に
入
り
、

十
八
代
に
渡
っ
て
こ
の
地
を
治
め
た
笠
間
氏
の

祖
・
時と

き
と
も朝
で
あ
る
。

　

時
朝
は
、
恵
ま
れ
た
体
格
か
ら
武
勇
に
優
れ

て
い
た
が
、
歌
人
と
し
て
も
名
高
く
、『
前
長
門

守
時
朝
入
京
田
舎
打
聞
集
』と
い
う
私
撰
集
を
編

さ
ん
、
そ
の
写
本
は
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
に
お
い
て
も
、
京
都

蓮
華
王
院（
三
十
三
間
堂
）に
千
手
観
音
像
二
体

（
一
二
〇
号
像
・
一
六
九
号
像
）
を
寄
進
し
た
の

は
有
名
で
あ
る
。
市
内
に
は
、
石
寺
地
内
に
弥

勒
仏
立
像
、
笠
間
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
自
ら
が

中
興
し
た
楞
厳
寺
に
千
手
観
音
立
像
、
岩
谷
寺

に
薬
師
如
来
立
像
を
寄
進
。
そ
れ
ぞ
れ
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

陣
屋
の
長
屋
門
形
式
の
表
門
は
岩
間
地
区
に
移

築
さ
れ
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

最
初
の
目
的
地
は
、
令
和
三
年
九
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た「
道
の
駅
か
さ
ま（
写
真
①
）」。
常
磐

自
動
車
道「
岩
間
IC
」お
よ
び
北
関
東
自
動
車
道

「
友
部
IC
」か
ら
笠
間
芸
術
の
森
公
園
や
市
街
地

へ
と
続
く
国
道
三
五
五
号
沿
い
に
位
置
す
る
当

施
設
に
は
、
笠
間
の
栗
専
門
の
カ
フ
ェ
を
は
じ

め
、
地
元
の
食
材
が
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
新

鮮
な
農
産
物
・
農
産
加
工
品
の
ほ
か
土
産
品
な

ど
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
直
売
所
が
あ
る（
詳
し
く
は

28
頁
参
照
）。
ま
た
、
道
の
駅
の
道
路
向
か
い
に

あ
る「
笠
間
栗
フ
ァ
ク
ト
リ
ー（
写
真
②
）」で
は
、

風
味
豊
か
な
笠
間
の
栗
の
ペ
ー
ス
ト
を
製
造
。
笠

間
市
内
外
の
ス
イ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
等
へ
出
荷
さ

れ
、
美
味
し
い
栗
菓
子
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

　
笠
間
の「
食
」の
魅
力
に
後
ろ
髪
を
引
か
れ
な

が
ら
自
転
車
を
走
ら
せ
る
と
、
ほ
ど
な
く「
笠
間

芸
術
の
森
公
園
」へ
の
右
折
の
標
識
が
見
え
て
く

る
。「
伝
統
工
芸
と
新
し
い
造
形
美
術
」を
テ
ー

マ
と
し
た「
陶
芸
の
街
・
笠
間
」の
拠
点
が
こ
こ

に
あ
る
。
園
内
に
は「
茨
城
県
陶
芸
美
術
館（
写

真
③
）」が
あ
り
、
陶
芸
や
工
芸
に
関
す
る
作
品

を
展
示
。
全
国
で
も
数
少
な
い
陶
芸
に
特
化
し
た

当
美
術
館
な
ら
で
は
の
企
画
展
も
好
評
だ
。
陶
芸

体
験
が
で
き
る「
笠
間
工
芸
の
丘
・
ク
ラ
フ
ト

ヒ
ル
ズ（
写
真
④
）」
や
、
全
国
屈
指
の
陶
芸
教

育
施
設「
茨
城
県
立
笠
間
陶
芸
大
学
校
」が
隣
接

す
る（
笠
間
焼
関
連
施
設
の
詳
細
は
30
頁
参
照
）。

　
広
大
な
公
園
は
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
広
場
、
大
型
複
合
遊
具
な
ど
の
あ
る「
あ

そ
び
の
杜
」な
ど
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。
県
内
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ「
笠
間
の
陶ひ

ま
つ
り
炎
祭
」も
こ
こ
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。「
か
さ
ま
新
栗
ま
つ
り
」「
笠
間
浪
漫
」な

ど
季
節
の
恒
例
行
事
の
多
く
も
こ
こ
で
催
さ
れ
、

訪
れ
る
多
く
の
人
び
と
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　笠間芸術の森公園には、Wi-Fi
設備が完備。無線LAN機能を搭
載したノートパソコンやスマート
フォン等があれば、イベント広場、
あそびの杜、ムラサキパークか
さまでインターネットに接続でき
る。IDは「IBARAKI-FREE-WI-FI」、
パスワードは「ibarakiken」。

歴史の風情漂う佐白山ろく
公園には、山頂に至る登山
道がある。 ❸

❹ ❶

❷
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通
り
。
そ
の
名
の
通
り
、
古
く
か
ら
多
く
の
参

拝
客
で
賑
わ
う
老
舗
や
時
世
を
先
駆
け
る
お

し
ゃ
れ
な
店
舗
が
軒
を
連
ね
、
甘
い
香
り
が
漂
っ

て
く
る
。

　

社
伝
に
よ
れ
ば
、
笠
間
稲
荷
神
社
は
、
孝
徳

天
皇
御
代（
白
雉
二
年（
六
五
一
年
））に
創
建
さ

れ
た
。
当
時
、こ
の
地
に
は
胡
桃
の
密
林
が
あ
り
、

そ
こ
に
稲
荷
大
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

「
胡く

る
み
が
し
た

桃
下
稲い
な
り荷
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
御
祭
神
は

「
宇う

か
の
み
た
ま
の
か
み

迦
之
御
魂
神
」
で
、
殖
産
興
業
の
守
護
神
。

菊
ま
つ
り
や
初
詣
な
ど
、
年
間
三
五
〇
万
人
の

参
拝
客
で
賑
わ
う（「
笠
間
の
菊
ま
つ
り
」の
詳
細

は
24
頁
を
参
照
）。

　

周
辺
に
は
市
立
の
笠
間
公
民
館
や
市
民
体
育

館
、
笠
間
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
あ
り
、
ま

た
、
地
元
商
業
者
を
中
心
と
す
る
専
門
店
と
イ

オ
ン
笠
間
店
、
映
画
館
な
ど
の
複
合
施
設「
笠
間

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

ポ
レ
ポ
レ
シ
テ
ィ
」

な
ど
の
大
型
商
業
施
設
が
国
道
五
〇
号
沿
い
に

並
ぶ
。

　

こ
こ
か
ら
走
る
こ
と
二
〇
分
あ
ま
り
。
平
安

時
代
に
編
纂
さ
れ
た『
延
喜
式
神
名
帳
』に
常
陸

国
七
社
の
宮
に
数
え
ら
れ
た
名
神
大
社「
稲
田
神

社
」の
神
域
へ
。
そ
し
て
昨
今
、
S
N
S
で
話
題

の
日
本
最
大
級
の
稲
田
御
影
石
の
採
掘
場「
石
切

山
脈
」へ
と
向
か
っ
た
。

　
水
戸
鉄
道（
現
在
の
水
戸
線
）の
開
通
に
向
け

て
、
そ
の
敷
設
工
事
に
こ
の
地
の
花
崗
石
が
大
量

に
運
び
出
さ
れ
た
の
が
稲
田
御
影
石
の

採
掘
の
発
端
だ
。
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
年
）に
同
鉄
道
が
開
通
す
る

と
、
笠
間
の
酒
造
業
と
笠
間
稲
荷
神
社

の
出
資
に
よ
り
有
限
会
社
が
設
立
さ
れ
、

堅
く
美
し
い
良
質
な
稲
田
の
花
崗
岩
は

「
笠
間
石
」の
名
称
で
採
掘
、
販
売
が
始

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
県
外
か
ら
多
く
の

企
業
も
進
出
し
、
笠
間
の
石
は
建
築
用

　

佐
白
山
ろ
く
公
園
に
自
転
車
を
停
め
、
銀
杏

な
ど
木
々
を
眺
め
散
策
し
な
が
ら
、
笠
間
城
主

下
屋
敷
跡
の
碑
や
時
鐘
を
通
り
抜
け
る
と
、
笠

間
城
跡
へ
登
る
山
道
が
見
え
て
く
る
。
登
り
口
に

隣
接
す
る「
治
功
神
社
」の
鳥
居
が
立
ち
、
そ
の

奥
に
は
社
殿
が
静
か
に
佇た

た
ずん
で
い
る
。

　

佐
白
山
に
は
堀
の
跡
や
石
垣
が
残
さ
れ
て
い

て
、
山
頂
の
天
守
曲く

る

輪わ

に
は
佐さ

志し

能の
う

神
社
が
あ

る
。
な
お
、
笠
間
城
の
本
丸
八
幡
台
上
に
あ
っ
た

「
八
幡
台
櫓や

ぐ
ら」は
明
治
時
代
に
真
浄
寺
へ
移
設
さ

れ
、
今
も
七
面
堂
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

公
園
の
坂
道
を
下
る
と
、
モ
ダ
ン
な
建
物
が

見
え
て
く
る
。「
笠
間
日
動
美
術
館（
写
真
⑤
）」

だ
。
東
京
・
銀
座
に
あ
る
日
動
画
廊
の
創
業
者
、

長
谷
川
仁
・
林
子
夫
妻
が
長
谷
川
家
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
笠
間
に
創
設
し
た
、
日
本
を
代
表
す

る
画
商
の
系
列
美
術
館
で
あ
る
。
モ
ネ
、
ド
ガ
、

ル
ノ
ワ
ー
ル
な
ど
印
象
派
作
品
を
は
じ
め
、
近

代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
巨
匠
が
描
い
た
作
品
が

数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
四
〇
余

点
に
お
よ
ぶ
国
内
外
の
著
名
画
家
が
愛
用
し
た

パ
レ
ッ
ト
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
美
術
史
的
に
も

貴
重
な
、
世
界
に
類
を
見
な
い
所
蔵
・
展
示
品

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
笠
間
日
動
美
術
館
の
す
ぐ
隣
に
は
、
大

き
な
銅
像
が
目
に
留
ま
る
。「
忠
臣
蔵
」で
知
ら

れ
る
大
石
内
蔵
助
の
像（
写
真
⑥
）だ
。
大
石
家

が
仕
え
た
浅
野
氏
は
元
笠
間
藩
主
で
、
内
蔵
助

の
祖
父
・
大
石
良よ

し
た
か欽
は
笠
間
藩
家
老
だ
っ
た
。
浅

野
氏
は
の
ち
に
赤
穂
へ
転
封
。
そ
の
半
世
紀
後

に
あ
の
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
が
起
こ
る
。
浪

士
た
ち
と
の
絆
は
、
今
も
姉
妹
都
市
と
し
て
、
赤

穂
市
民
と
の
交
流
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
笠
間
稲
荷
神
社（
写
真
⑦
）」
へ
。

笠
間
の
歴
史
や
観
光
情
報
の
発
信
拠
点
と
な
っ

て
い
る「
か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋（
写
真

⑧
）」の
正
面
が
笠
間
稲
荷
神
社
に
通
じ
る
門
前

　笠間稲荷門前通りには笠間名物
いなり寿司、胡桃饅頭など、一口
美味しい食べ歩きにぴったりなお
店が並ぶ。詳細は門前通り専用サ
イト参照。
http://kasapura.jp/monzen/

❼

❽ ❻ ❺
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材
と
し
て
、
国
会
議
事
堂
や
最
高
裁
判
所
、
日

本
橋
、
東
京
駅
な
ど
国
内
の
多
く
の
歴
史
的
建

造
物
に
使
わ
れ
、
そ
の
気
品
と
美
し
さ
の
礎
と

な
っ
て
い
る
。
今
日
、
こ
の
採
石
場
跡
の
景
観
は

あ
た
か
も
古
代
遺
跡
の
よ
う
で
、
訪
れ
る
人
び

と
を
驚
か
せ
て
く
れ
る
。

　

壮
大
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら
敷
地
内
の
カ

フ
ェ
で
く
つ
ろ
い
だ
後
、
こ
こ
か
ら
一
気
に
、
愛

宕
山
の
麓
へ
と
向
か
お
う
。
な
お
、
稲
田
地
区
に

は
他
に
も
、
浄
土
真
宗
の
宗
祖
・
親
鸞
が『
教
行

信
証
』
の
草
稿
本
を
撰
述
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

「
西
念
寺
」、
福
原
地
区
に
は
国
内
最
大
級
の
大
し

め
縄
で
知
ら
れ
る「
常
陸
国
出
雲
大
社
」が
あ
る
。

　

途
上
、
吾
国
山
の
麓
、
本
戸
地
区
へ
さ
し
か

か
る
と
、
滞
在
型
市
民
農
園「
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
」の
三
角
屋
根
が
目
に
留
ま
る
。
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
と
は
、
ド
イ
ツ
語
で「
小
さ
な
庭
」。

都
市
生
活
で
は
庭
に
な
か
な
か
接
す
る
機
会
が

無
い
生
活
を
営
む
人
び
と
の
た
め
に
、
草
花
や

野
菜
を
栽
培
す
る
、
ま
た
は
器
を
作
る
こ
と
で

土
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
笠
間
の
歴
史
・
園
芸
・
芸
術
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
堪
能
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
緩
や
か
な
上
り
下
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
結
構

気
張
る
上
り
坂
も
あ
っ
て
、
愛
宕
山
麓
の
あ
る

岩
間
地
区
へ
の
自
転
車
の
旅
は
、
少
し
汗
ば
む
。

笠
間
は
盆
地
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
。
県
内

で
最
も
ゴ
ル
フ
場
の
多
い
街
の
一
つ
で
あ
る
所
以

か
と
思
い
つ
つ
、
国
内
男
子
ツ
ア
ー
の
メ
ジ
ャ
ー

ト
ー
ナ
メ
ン
ト「
日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
権
」

が
開
催
さ
れ
る
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
前
を
通
り
過
ぎ
た
。
坂
道
が
下
り
に
転
じ
る

と
、
愛
宕
山
の
穏
や
か
な
頂
が
見
え
て
く
る
。

　
笠
間
と
い
え
ば
、
何
と
言
っ
て
も「
栗
」。
笠

間
市
内
に
は
栗
畑
が
広
が
っ
て
い
る
。
茨
城
県

は
全
国
第
一
位
を
誇
る
栗
の
生
産
地
で
あ
り
、
そ

の
質
と
量
を
⽀
え
て
い
る
の
が
、
こ
の
笠
間
の
栗

で
あ
る
。
そ
の
他
、
こ
の
地
域
で
は
梨
や
い
ち
ご

な
ど
果
樹
の
栽
培
も
盛
ん
だ
。
そ
し
て
、
お
米

も
美
味
し
い
。

　

国
道
三
五
五
号
西
側
に
あ
た
る
岩
間
の
上
郷

地
区
に
は
田
園
地
帯
が
広
が
り
、
穏
や
か
な
里

山
の
原
風
景
が
残
っ
て
い
る
。
北
側
に
あ
る
館
岸

山（
二
五
六
メ
ー
ト
ル
）に
は
、
南
北
朝
時
代
の

常
陸
に
お
け
る
最
後
の
戦
い
と
い
わ
れ
る
小
田

氏
の
乱
で
上
杉
方
が
陣
を
張
っ
た
と
伝
わ
る
館

岸
城
跡
が
あ
る
。
裾
に
は
、
笠
間
市
最
古
の

円え
ん
め
ん
け
ん

面
硯（
市
指
定
文
化
財
）や
国
分
寺
瓦
な
ど
多

数
の
遺
跡
が
出
土
し
、
羽は

な
し
や
ま

梨
山
神
社
や
奈
良
時

代
の
創
建
と
伝
わ
る
普ふ

賢げ
ん
い
ん院
の
他
、
平
安
時
代

創
建
と
伝
わ
る
安
国
寺
な
ど
、
こ
の
地
域
の
長

い
歴
史
を
物
語
る
。

　
愛
宕
山
頂
に
は
、
大
同
元
年（
八
〇
六
年
）に

創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
る
愛
宕
神
社
が
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
天
狗
伝
説
が
あ
り
、
天
狗
に
ま
つ
わ
る

史
跡
が
多
い
。
神
社
の
奥
に
あ
る
飯
綱
神
社
に

は
、「
十
三
天
狗
の
祠
」と
呼
ば
れ
る
石
が
あ
り
、

年
の
暮
れ
に
愛
宕
神
社
の
総
代
た
ち
が
天
狗
に

扮
し
、
供
物
を
し
な
が
ら
祠
を
回
る
奇
祭「
悪
態

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
二
年
、
山
頂
に
は
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
テ
ン
ト

な
ど
を
整
備
し
た
、
空
に
近
い
森
の
ア
ウ
ト
ド
ア

リ
ゾ
ー
ト「
E
T
O
W
A 

K
A
S
A
M
A
（
エ

ト
ワ 

カ
サ
マ
）」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
眺
望

は
格
別
で
、
夜
景
や
ご
来
光
の
美
し
さ
は
市
内
随

一
だ
ろ
う
。

　

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
の
吾
国
山
・
愛
宕

山
ジ
オ
サ
イ
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
る
愛
宕
山
・
難

台
山
・
吾
国
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
多
く
、
数
あ
る
市
内
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
中
で
も
健
脚
者
向
き
。
そ
し
て
春
爛

漫
の
五
月
上
旬
に
花
咲
く
自
生
の
す
ず
ら
ん
群

生
は
一
見
の
価
値
あ
り
。

　

岩
間
地
区
で
も
う
一
つ
訪
ね
た
か
っ
た
の
が

　笠間市は、夏は気温・湿度が高
く、冬は乾燥した晴天が多い太平
洋型の気候。7月・８月の平均気
温 は24.4℃ 〜25.6℃、1月・2月
は2.4℃〜3.3℃。風速は年間平均
で1.1m/sと穏やかで、サイクリン
グなどは通年で楽しめる（気象庁・
1991年〜2020年のデータより）。

　愛宕山の東側には「あたご天狗
通り」や「すずらんロード」など古
くからの商店街がある。岩間駅に
隣接する地域交流センターいわま

「あたご」には、愛宕山への観光拠
点としてシャワールームなどが設
置されている。
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「
合
気
神
社
」。
合
気
道
の
開
祖
・
植
芝
盛
平
翁

が
創
建
し
た
世
界
唯
一
の
合
気
道
の
神
社
で
あ

る
。
約
一
四
〇
の
国
と
地
域
で
鍛
錬
に
励
む
合
気

道
家
た
ち
か
ら「
合
気
道
の
聖
地
」
と
呼
ば
れ
、

毎
年
春
に
行
わ
れ
る
例
大
祭
に
は
、
奉
納
演
武

が
披
露
さ
れ
る
。

　
旅
の
最
後
に
、「
筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
」

へ
向
か
っ
た
。
北
関
東
自
動
車
道
の
友
部
IC
を

出
て
正
面
、
ま
っ
す
ぐ
走
る
通
り
が
こ
の
記
念
館

へ
と
続
く
。

　

筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
は
、
国
内
最
大
規

模
で
現
存
す
る
戦
争
の
遺
構
と
し
て
知
ら
れ
、
特

に
特
攻
と
い
う
悲
劇
を
後
世
に
伝
え
る
重
要
な

遺
産
で
あ
る
。
旧
筑
波
海
軍
特
攻
隊
史
跡
を
一

般
公
開
し
な
が
ら
、
若
い
世
代
へ
戦
争
の
記
憶

を
継
承
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

夕
刻
、
笠
間
市
役
所
本
庁
舎
な
ど
が
あ
る
友

部
地
区
へ
戻
り
、
友
部
駅
南
口
へ
。
最
後
に
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ﹁
T
o
m
o
a
﹂へ
到

着
し
た
。
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
の
他
、
会
議
室
、
市
民

活
動
サ
ロ
ン
・
カ
フ
ェ
な
ど
を
兼
ね
備
え
、
駅
を

利
用
す
る
高
校
生
た
ち
に
も
人
気
の
交
流
拠
点

だ
。
岩
間
駅
西
口
に
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い

わ
ま「
あ
た
ご
」が
隣
接
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域

の
活
性
化
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
り
の
ま
ま
の
笠
間
を
深
呼
吸
し
な
が
ら

辿
っ
た
一
日
。
折
々
の
賑
わ
い
と
景
色
は
、
時
代

に
よ
っ
て
、
季
節
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
そ

の
味
わ
い
は
不
変
で
唯
一
無
双
。
訪
れ
る
人
び
と

に
も
、
住
ん
で
い
る
人
に
も
、
い
つ
も
と
違
う
視

点
か
ら
、
改
め
て
こ
の
街
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら

い
、
こ
の
街
に
響
く
、
力
強
い
鼓
動
か
ら
元
気
と

活
力
を
感
じ
て
ほ
し
い
。（
了
）

モ
デ
ル
：
水
越
恭
子
・
笠
間
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド

The refreshing blue sky fits the atmosphere of  
Kasama – a city of  valuable heritage and the 

home to a vibrant local citizenry. 

With each cycle of the calendar, the four seasons 
display a different view of the natural landscape. 
From a playground for sports, to a field ripe 
for  harvest ,  one can see and experience the 
existing harmony between nature and the many 
generations of people who built, preserved, and 
continue to build the city of Kasama.

From its most notable shrine to its modern-day 
transportation system, visitors will find this city 
enchanting and exciting. It is home to Kasama 
Inari Shrine, which is one of Japan's major Inari 
shrines.  Kasama also has 250 years history of 
pottery industry, called Kasama yaki in Japanese. 
Blessed with convenient means of transportation, 
the ci ty  provide easy access  to  a  variety of 
t r a d i t i o n a l  s i t e s ,  a s  w e l l  a s  m o r e  m o d e r n 
entertainment venues,  

Yet there is so much more to explore in this city 
of Kasama. As if feeling its heartbeat, I ventured 
a leisurely bicycle trip, seeking a network of 
other points of interest.

Starting at the north exit of Tomobe Station 
and running west along the JR Mito Line 

for about two kilometers, I stopped at Michi-
no-Eki Kasama for my first visit of this bike 
ride.  The facility of Michi-no-Eki Kasama is 
full of tasty original menus and foods, such as 
sweet, chestnuts, as well as fresh and processed 
agricultural products.

Going further along Route 355,  I  arr ived in 
Kasama geijutsu-no-Mori Park.  As the Kasama 
yaki bases,  there are many facil i t ies related 
wi th  po t te ry  a r t s ,  such  as  Ibarak i  Ceramic 
Art Museum, Kasama Crafthills,  and Ibaraki 
Prefectural Kasama College of ceramic Art.  The 
park also has an event plaza, an outdoor concert 
stage, and a large complex playground (with 
equipment), making it a popular place for local 
citizens and visitors.  One of the prefecture's 
largest events, Kasama Himatsuri Pottery Festival 
(from late April through early May), is also held 
here annually.  One of Japan's largest skateparks, 
Murasaki Park Kasama, opened in 2021, and is 
visited by people of all ages.

After crossing the Crafthills Kasama I dropped 
at  Sashiro Sanroku Park where the trailhead 
to Sashiro mountain is located.  At the top of 
the mountain, Sashino Shrine is built  on the 
site where Kasama Castle's tower once stood. 
Kasama Nichido Museum of Art is located down 
the hill of Sashiro Sanroku Park.  On display 
are Impressionist works such as Monet, Degas, 
and Renoir, as well as many works by modern 
European masters. 

Th e  s t r e e t  i n  f r o n t  o f  K a s a m a  H i s t o r y 
Exchange Center Izutsuya is the main avenue 

leading to  Kasama Inar i  Shrine.   The long-
established stores give many visitors enjoyable 
time within a historical atmosphere.  According 
to the Shrine 's  record,  Kasama Inari  Shrine 

was founded in 651, and the enshrined deity is 
"Ukanomitama no Kami," the guardian deity of 
the industry.  Every autumn, the chrysanthemum 
festival is held here, drawing around 3.5 million 
visitors each year, including New Year's visitors.

Next, I headed to the Ishikiri granite Quarry, a 
popular spot on social media these days.  It is 
one of the largest quarries in Japan and the hard, 
beautiful, high-quality Inada granite is mined 
in this area.  The Kasama stones are used as a 
building material for many historical buildings 
in Japan, such as the National Diet Building, 
the Supreme Court, Nihonbashi, and JR Tokyo 
Station.

I  c y c l e d  t h r o u g h  K a s a m a  K l e i n g a r t e n ,  a 
residential community garden, to the foot of Mt. 
Atago, which is filled with the blessings of nature 
in Kasama.  Having encountered mild ascents 
and descents during most of my trip,  cycling to 
the Iwama area caused a bit of hard breathing 
and some heart thumping–it reminded me that 
Kasama is a basin and one of the towns with the 
most golf courses in the prefecture.

Yet there is the beauty of the agricultural 
f ie lds  in  the  bas in .  Ches tnut  f ie lds  are 

scattered here and there in Iwama, producing the 
raw materials for the famous Kasama chestnut 
cakes that can be tasted all over the city. The 
rice in Kasama is also delicious because of the 
region's abundant water and ideal soil .   The 
countryside that spreads out at the foot of Mt. 
Atago is beautiful, as if it symbolizes the rich 
nature in this city.

Atago Shrine, which is said to have been built 
in 806, is located on the top of Atago.  There is 
a legend that Tengu, a long-nosed goblin-like 
creature, lived here, and many historical sites 
relate to this legend.  The view from the top of 
the mountain is exceptional. The sparkling night 
view and the beauty of the sunrise are probably 
the best in the city.  In 2020, an outdoor glamping 
resort, ETOWA KASAMA, opened here, adding a 
touch of modernity to contrast with the historical 
legend of Teagu.

T h e  h i k i n g  c o u r s e  f r o m  M t .  A t a g o  t o  M t . 
Wagakuni via Mt. Nandai has been designated 
as the Mt. Wagakuni-Mt. Atago Geosite.  In the 
Iwama area, one can visit Aiki Shrine, the only 
shrine in the world dedicated to Aikido, created 
by Morihei Ueshiba.

The last  s top on my tr ip was Tsukuba Navy 
Air Corps Memorial Hall, known as one of the 
largest scales of war heritages in Japan.  It is 
an especially important legacy that should be 
inherited to future generations to never forget the 
tragedy of the Kamikaze suicide attack during the 
World War II.

The scenery of Kasama changes with the times 
and seasons, but its flavor is unchanging and 

unique.  To all, I wish to send the passion and 
vitality of the powerful heartbeat echoing in this 
city. 

＊ 

当
紀
行
で
の
ル
ー
ト
は
、
実
際
に
自
転
車
で

走
行
可
能
な
も
の
で
す
が
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
笠
間
で
の
自
転
車
モ
デ

ル
コ
ー
ス
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

http://kasapura.jp/cycle/

筑波海軍航空隊記念館は、平
成25年（2013年）に公開された
映画『永遠の0』の物語上の舞
台、撮影地として注目を集め、
現存する海軍航空隊司令部庁
舎や関連資料を展示している。



わが街、語る

ン
グ
ジ
ム
v
o
r
t
e
x
）を
オ
ー
プ
ン
し
て
、

来
店
さ
れ
る
人
た
ち
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
楽
し

さ
な
ど
を
伝
え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
の
も
、

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

パ
ラ
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
競
技
に
参
加
す
る

決
意
を
し
た
の
は
、
平
成
三
十
一
年（
二
〇
一
九

年
）の
二
月
。
事
故
か
ら
三
年
後
の
冬
で
し
た
。

令
和
四
年（
二
〇
二
二
年
）六
月
の
パ
ラ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
Ｗ
杯
）に
出
場

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き
に
は
、
ジ
ム
で
知

り
合
っ
た
市
職
員
の
方
が
非
常
に
喜
ん
で
く
れ

て
、
笠
間
市
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
の
制
度
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ン
サ
ー
の
な
い
選

手
は
渡
航
費
な
ど
も
自
費
に
な
る
の
で
、
こ
の

制
度
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
そ
の
Ｗ
杯
で

初
優
勝
し
て
、
金
メ
ダ
ル
を
持
っ
て
、
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
に
報
告
が
で
き
た
の
は
、
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
い
つ

も
好
き
な
よ
う
に
や
ら
せ
て
く
れ
た
両
親
に
感

謝
し
た
い
で
す
。

看
護
師
の
資
格
は
事
故
後
き
ち
ん
と
取
得
し

て
、
現
在
は
看
護
師
と
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
働
き
な
が
ら
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と

発
見
に
繋
が
る
よ
う
、
自
分
の
姿
を
通
じ
て

S
N
S
に
投
稿
・
発
信
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
笠
間
は
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
ロ
ッ
ク
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
に
は
適
し
た
土
地
柄
で
、
ツ
ル
ツ

ル
し
た
、
加
工
し
て
い
な
い
天
然
の
岩
壁
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
将
来
、
こ
こ
で
パ
ラ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
世
界
大
会
を
開
け
た
ら
素
晴
ら
し

い
だ
ろ
う
な
。
そ
ん
な
夢
を
描
き
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。（
了
）

子
ど
も
の
頃
か
ら
木
登
り
が
好
き
で
、
実
家

の
庭
に
あ
っ
た
木
に
よ
く
登
っ
て
遊
ん
だ
り
し

た
ん
で
す
よ
。
ワ
ン
パ
ク
で
、
よ
く
叱
ら
れ
ま

し
た（
笑
）。
大
工
に
な
り
た
く
て
工
業
高
校
へ

進
学
し
て
、
部
活
は
山
岳
部
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

に
特
化
し
た
、
県
内
で
は
珍
し
い
部
活
で
、
毎

日
の
ロ
ー
プ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
の
練
習
が
今
の

パ
ラ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
生
き
て
い
ま
す
。

卒
業
後
、
大
工
の
職
に
就
い
た
の
で
す
が
、

二
年
で
退
職
。
し
ば
ら
く
派
遣
で
仕
事
を
し
な

が
ら
、「
き
ち
ん
と
資
格
を
身
に
つ
け
て
人
の
た

め
に
な
る
仕
事
を
し
よ
う
」
と
決
め
て
、
看
護

専
門
学
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

は
趣
味
で
続
け
て
い
て
、
ジ
ム
な
ど
に
定
期
的

に
通
い
な
が
ら
、
充
実
し
た
学
生
時
代
を
過
ご

し
て
、
年
が
明
け
た
ら
、
い
よ
い
よ
国
家
試
験
。

事
故
に
遭
っ
た
の
は
、
そ
ん
な
秋
の
頃
、
バ
イ

ク
仲
間
と
ツ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
き
で
し

た
。
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
目
が
覚
め
て
右
腕
の
感

覚
が
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
、
事
態
を
理

解
し
ま
し
た
が
、
何
が
あ
っ
た
の
か
、
事
故
当

時
の
記
憶
は
今
も
欠
け
た
ま
ま
で
す
。

退
院
後
、「
も
う
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
も
で
き
な
い

な
」と
思
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
壁
を
見
た
く
な

る
ん
で
す
ね
。
通
っ
て
い
た
ジ
ム
に
足
を
運
ん

で
、
事
故
後
初
め
て
ホ
ー
ル
ド
に
触
れ
た
時
の

感
覚
は
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。
胸
を

突
か
れ
た
と
い
う
か
。
も
う
で
き
な
い
と
い
う

気
持
ち
よ
り
、
怪
我
を
し
て
い
て
も
登
れ
る
か

も
、
と
気
づ
い
た
瞬
間
で
し
た
。

「
パ
ラ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」が
あ
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
の
は
、
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

ツ
ー
リ
ン
グ
に
同
行
し
て
い
た
仲
間
で
す
。
定

期
的
に
開
か
れ
て
い
る
障
が
い
者
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
に
同
行
し
て
く
れ
て
、
ず
っ
と
⽀
え
て
く

れ
ま
し
た
。
長
く
親
し
く
し
て
い
る
高
校
の
山

岳
部
の
先
輩
が
笠
間
に
こ
の
ジ
ム（
ボ
ル
ダ
リ

取材協力：ボルダリングジム vortex

大沼　和彦（おおぬま・かずひこ）
1986 年笠間市（旧友部町）生まれ。
水戸工業高校で山岳部に所属。クライミングに
魅了される。卒業後、建築業を経て、看護師を
めざすが、バイク事故で右腕に障がいを負う。
その後、知人のジムなどでクライミングの魅力
を伝えながら、みずからもパラクライミングの
競技に参加。2022 年 6 月にオーストリア・イン
スブルックで開かれたパラクライミングのワー
ルドカップに出場。男子上肢機能障害の AU １ク
ラス（最も障害が重いクラス）で見事、初優勝
を果たした。看護師として働きながら、障害者
スポーツの PR に努めている。

「障がいがあっても、
 輝ける世界がある」――。
そんなパラスポーツの魅力を
郷里から伝えたい。
競技人生の始まりは、自宅の木登りから。ボルダリングの魅力
に取り憑かれて楽しかった壁登りが事故で潰えた、と思われた。
今は、片手での挑戦。両手で登っていた課題は登れない。目の
前の壁を睨みながら、自分なりの登り方を模索した。一つひと
つの課題を克服し、障がいを抱えて挑んだ世界で待っていたの
は、ワールドカップの金メダル。頂からの景色は、右手の感覚
を失う前には経験したことのない輝きがあった。

パラクライマー
大沼 和彦さん
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わが街、語る

り
は
好
き
で
し
た
ね
。

県
外
の
窯
業
の
学
校
を
出
て
、
二
十
二
歳
の

と
き
に
家
に
戻
り
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機
に
家

を
出
て
、
娘
を
授
か
り
、
新
し
い
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。
焼
き
物
か
ら
離
れ
、「
普
通
の
生
活

が
し
た
い
」
と
、
事
務
の
仕
事
に
就
い
た
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ど
こ
か
物
足
り
な
く
て
。

動
い
て
作
業
を
す
る
の
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

板
金
塗
装
の
仕
事
に
就
い
た
と
き
、
社
長
の
奥

さ
ん
に「
伊
藤
さ
ん
は
焼
き
物
が
で
き
る
ん
だ
か

ら
、
自
分
で
始
め
て
み
た
ら
」と
薦
め
ら
れ
て
、

結
局
、
借
り
て
い
た
家
の
庭
に
小
さ
な
窯
を
作
っ

て
、
焼
き
物
を
始
め
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
。

平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
年
）
に
父
が
亡
く

な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
で
す
ね
、
時
々
、
戻
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
。
が
ら
ん
と
し
た
こ
う
ば
、

父
が
い
な
い
こ
う
ば
に
は
違
和
感
が
あ
り
ま
し

た
。「
荒
ら
し
た
く
な
い
な
」
と
思
っ
て
、
屋
根

の
修
理
を
機
会
に
、
自
分
の
作
業
場
を
こ
ち
ら

に
移
し
ま
し
た
。

笠
間
焼
と
い
え
ば
昔
は
、
柿か

き
ゆ
う釉
を
か
け
た
か

め
・
す
り
鉢
の
日
常
品
、
食
器
な
ど
で
し
た
が
、

今
は
新
し
い
作
家
さ
ん
た
ち
が
た
く
さ
ん
笠
間

で
創
作
活
動
を
し
て
い
て
、
作
品
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
ま
す
。
伝
統
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な

い
、
寛
容
な
土
地
柄
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

若
い
作
家
さ
ん
が
純
粋
な
気
持
ち
で
自
分
の

求
め
る
作
品
を
作
る
姿
を
見
て
い
る
と
、「
そ
う

だ
よ
ね
」と
感
動
を
覚
え
ま
す
。
私
は
門
前
小
僧

の
よ
う
に
作
業
は
覚
え
て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら
、

作
り
方
は
知
っ
て
い
て
も
、
焼
き
物
に
対
し
て

は「
好
き
に
な
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
自
分
に
強
い

る
時
期
が
長
く
て
。
五
十
を
過
ぎ
て
か
ら
で
す

ね
、
自
然
な
気
持
ち
で
好
き
だ
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
。
そ
れ
が
わ
か
っ
て
、
今
、
作

る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。（
了
）

笠
間
で
生
ま
れ
育
っ
て
、
子
ど
も
の
頃
の
思

い
出
と
い
え
ば
、
母
家
に
隣
接
す
る
こ
う
ば
の

世
界
で
す
。

こ
う
ば
に
行
く
と
、
父
や
職
人
さ
ん
た
ち
を

は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
人
が
出
入
り
し
て
い
て
。

み
ん
な
近
く
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
忙
し
い
と

き
は
奥
さ
ん
た
ち
も
ほ
っ
か
ぶ
り
し
て
窯
づ
め

と
か
窯
出
し
と
か
の
お
手
伝
い
に
来
ま
し
た
。

私
が
生
ま
れ
る
前
は
こ
う
ば
の
二
階
で
寝
泊
ま

り
し
て
い
る
職
人
さ
ん
も
い
た
そ
う
で
す
。

賑
や
か
で
、
活
気
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
何
か

し
ら
作
っ
て
い
て
。
小
さ
い
頃
は
遊
び
道
具
は

な
く
、
テ
レ
ビ
も
な
か
っ
た
の
で
、
遊
び
場
と

い
え
ば
、
こ
う
ば
か
裏
山
。
あ
ち
こ
ち
裸
足
で

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
し
て
、
い
た
ず
ら
し
て
、
何
か

壊
し
て
怒
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
日
課
で
し
た

（
笑
）。
拍
子
木
が
あ
っ
て
、
始
業
の
時
や
、
お

茶
の
時
間
に
カ
ン
カ
ン
と
鳴
ら
す
の
が
母
家
の

者
の
役
目
。
時
々
、「
や
ら
せ
て
」と
せ
が
ん
で
、

上
手
く
音
が
鳴
る
と
嬉
し
か
っ
た
の
を
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。小

学
生
く
ら
い
に
な
る
と
、
手
伝

い
も
日
常
茶
飯
事
。
当
時
、
水
戸
の

偕
楽
園
の
梅
酒
が
入
っ
た
、
麻
紐
付

き
の
徳
利
を
た
く
さ
ん
出
荷
し
て
い

て
、
中
学
の
頃
か
ら
は
祖
母
と
一
緒

に
毎
週
末
、
石
膏
で
の
鋳
込
み
の
作

業
や
乾
燥
作
業
。
思
い
出
す
と
う
ん

ざ
り
す
る
く
ら
い
で
す（
笑
）。

こ
う
ば
中
心
の
生
活
、
そ
れ
が
自

然
で
し
た
。
で
す
か
ら
、「
後
継
ぎ
」

に
な
る
の
も
自
然
に
決
ま
っ
て
い

て
、そ
れ
が
た
ま
ら
な
く
嫌
で
。「
後

を
継
ぐ
ん
だ
よ
」と
言
わ
れ
る
の
が

疎
ま
し
く
て
、
誰
も
知
ら
な
い
土
地

に
行
き
た
か
っ
た
。
と
に
か
く
、
家

を
出
た
か
っ
た
。
で
も
、
も
の
づ
く

この街の伝統と歴史を背負って、
今、素直に作陶の楽しさを感じる。
笠間焼発祥の窯元で生まれた。その生い立ちと生業をすべて受け入れなければならなかった半生。焼き物
を作る技術も日常生活で身につけた。だから、「陶芸家」と呼ばれるのは、今でもなんとなく小恥ずかしい。
でも、陶芸に興味を持って街を訪れる人たちと交わるのはとっても楽しい。「人が好き」と笑顔で語るとき、
多くの人が行き交ったこうば（工場）での思い出が鮮やかに蘇る。

陶芸家
伊藤 慶子さん

伊藤　慶子（いとう・けいこ）
陶芸家。久野陶園 14 代目。
1960 年、笠間焼元祖の窯元久野陶園に生まれる。
愛知県立瀬戸窯業高等学校陶芸専攻科卒業後、結
婚を期に個人作家として作陶活動を再開。陶炎祭
やクラフトフェアなど、市内のイベントに参加す
る傍ら、個展やグループ展を開催。2007 年、先代
の死去により久野陶園を継承。こうば屋根や付帯
設備の老朽化が進む中、市内の有志らを中心に、
施設の再生と存続を目的にクラウドファンディン
グ (CF) を立ち上げ、現在、その支援金をもとに
修復が進み、ギャラリースペースなどを新設する
計画が進んでいる。
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原
木
の
椎
茸
栽
培
は
、
木
の
大
き
さ
や
自
然

環
境
任
せ
で
、
あ
ま
り
手
を
加
え
る
余
地
が
な

い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
行
っ
て
い
る
菌
床
栽
培

は
、
菌
床
の
配
合
や
管
理
の
仕
方
で
、
味
も
、

形
も
、
姿
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
そ
こ
に
作

り
甲
斐
が
あ
っ
て
面
白
い
ん
で
す
。

親
方
は
お
客
さ
ん
と
話
を
す
る
の
が
大
好
き

な
の
で
、
令
和
三
年（
二
〇
二
一
年
）、
敷
地
に

あ
っ
た
倉
庫
を
改
装
し
て
直
売
所
を
作
り
ま
し

た
。
地
域
に
開
か
れ
た
空
間
に
し
た
い
と
思
っ

て
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

笠
間
で
農
業
を
す
る
利
点
は
、
お
客
さ
ん
と

の
接
点
が
持
ち
や
す
い
こ
と
。
陶
炎
祭
や
笠
間

浪
漫
な
ど
季
節
ご
と
に
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、「
道
の
駅
か
さ
ま
」や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
へ
来

た
人
が
、
つ
い
で
に
直
売
所
を
訪
ね
て
く
れ
る
。

県
内
で
こ
れ
だ
け
の
集
客
が
あ
る
地
域
は
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
陶
芸
家
さ
ん
や
飲

食
店
さ
ん
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
一
緒
に
コ

ラ
ボ
で
き
、
そ
し
て
何
よ
り
、
シ
ニ
ア
層
が
元

気
な
の
が
い
い
で
す
ね
。

今
ま
で
は
外
か
ら
見
て
い
る
立
場
で
し
た
が
、

自
分
が
生
産
者
に
な
っ
て
経
営
者
の
視
点
で
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
が
増

え
た
反
面
、
胃
が
痛
く
な
る
思
い
も
出
て
き
ま

し
た
ね
。
親
方
に
は「
美
味
し
い
も
の
を
育
て

て
売
れ
ば
、
大
丈
夫
」と
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
自
分
た

ち
の
椎
茸
は
日
本
一
の
美
味
し
さ
だ
と
自
信
を

持
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。（
了
）

注
： 「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
総
務
省
が
二
〇
〇
九
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
制
度
。
一
年
か
ら
三
年
の

期
間
、都
市
部
か
ら
地
方
へ
移
住
し
、地
域
力
の
維
持・

強
化
を
目
的
と
し
た
⽀
援
活
動
を
行
う
。
笠
間
市
で

は
二
〇
一
三
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

隣
の
小
美
玉
市
の
出
身
で
す
。
笠
間
の
よ
う

に
自
然
豊
か
な
土
地
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
山

登
り
や
、
植
物
、
生
き
物
に
囲
ま
れ
て
育
ち
ま

し
た
。
大
学
も
生
命
科
学
の
分
野
で
農
業
を
学

べ
る
学
部
へ
進
学
し
ま
し
た
。
畑
な
ど
を
耕
す

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
、
農
家
で
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
を
す
る
う
ち
に
、
農
業
で
身
を
立
て
る
決

心
を
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
笠
間
で
就
農
す
る
な
ら
、
栗
、
自

然
薯
も
面
白
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
有
機
農
法

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
農
家
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い

て
、
面
白
そ
う
だ
な
と
。
大
規
模
経
営
が
増
え

る
中
で
、
笠
間
の
農
業
は
多
様
性
豊
か
だ
な
と

感
じ
ま
す
ね
。

親
方
の
田
村
仁
久
郎
さ
ん
に
出
会
っ
た
の
は
、

笠
間
市
の「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」に
着
任
し
て
、

市
内
の
農
家
さ
ん
を
中
心
に
⽀
援
活
動
を
し
て

い
る
時
で
し
た
。
い
た
だ
い
た
大
き
な
椎
茸
が

ス
テ
ー
キ
み
た
い
に
美
味
し
く
て
。
直
径
十
セ

ン
チ
、
厚
さ
三
セ
ン
チ
も
あ
る
肉
厚
な
椎
茸
は
、

昭
和
天
皇
に
献
上
し
た
り
、
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
り
す
る
な
ど
、
椎
茸
栽
培
歴
六
十

年
の
ベ
テ
ラ
ン
茸
匠
の
田
村
さ
ん
自
慢
の
き
の

こ
で
す
。
で
も
、後
継
す
る
人
が
い
な
い
の
で「
自

分
の
代
で
栽
培
は
辞
め
る
つ
も
り
」と
言
っ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
て
、「
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

い
い
の
か
な
」と
考
え
た
末
、
後
を
継
ぎ
た
い
と

申
し
出
た
ん
で
す
。

き
の
こ
は
、
奥
が
深
い
で
す
ね
。
植
物
な
ら
、

葉
っ
ぱ
が
茶
色
く
な
っ
た
ら
、「
あ
あ
、
あ
の
症

状
だ
な
」と
わ
か
る
の
で
す
が
、
き
の
こ
は
、
植

物
の
よ
う
に
芽
が
出
て
花
が
咲
い
て
実
が
な
っ

て
、
と
は
い
か
ず
、
生
育
が
は
っ
き
り
見
え
な

い
ん
で
す
。
出
て
く
れ
ば
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま

す
け
ど
、
出
な
い
時
は
本
当
に
静
か
。
出
た
と

思
っ
て
い
る
と
、
急
に
へ
そ
を
曲
げ
ち
ゃ
う
。

な
か
な
か
読
め
な
い
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

川島　拓（かわしま・ひらく）
田村きのこ園二代目茸匠
1994 年茨城県小美玉市生まれ。筑波大学
生命環境学群在学中、農業に携わる。卒業
後、農業経営を学ぶことを目標に、金融機
関に就職。北海道で二年間、農業融資を担
当した後、笠間市の「地域おこし協力隊」
に着任。その活動期間中に田村きのこ園を
訪れ、田村仁久郎さん（写真右）に弟子入
りを申し出て、2022 年 4 月に田村きのこ
園を第三者継承した。

地域に開かれた農業するなら、打ってつけ。
この街ならではの「きのこ園」、ここにあり。
親方の長年の経験と目利きで「福王しいたけ」というブ
ランド椎茸を全国に発送・直売する。気難しい「きのこ」
を相手に、直売にこだわるのは、顧客との会話を大切に
したいから。この見事な椎茸を親方の代で終わらせたく
ない。親方と後継者の思いを一身に受けて大きく育つ椎
茸は、この街の新しいブランド品である。半世紀以上も
年の差がある二人の二人三脚農業には、どこか新鮮で、
温かく、そして優しさが宿っている。

田村きのこ園二代目茸匠
川島  拓さん

わが街、語る
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「
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
一
番
に
な
ろ
う
」と
。

ま
ず
は
百
メ
ー
ト
ル
、
次
は
二
百
メ
ー
ト
ル
で
、

と
い
う
よ
う
に
。

僕
は
、
遅
咲
き
の
選
手
で
す
。
速
い
選
手
を

見
る
と
、「
持
っ
て
生
ま
れ
た
才
能
が
あ
る
ん
だ

な
」と
、
自
分
の
才
能
の
無
さ
を
嘆
い
た
も
の
で

す
。「
コ
ー
チ
に
恵
ま
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
」と

か
。
で
も
、
そ
れ
は
言
い
訳
。
大
学
で
競
っ
た

選
手
た
ち
を
見
て
、
彼
ら
が
自
分
よ
り
は
る
か

に
練
習
し
て
い
る
こ
と
、
自
分
の
努
力
が
足
り

て
い
な
い
こ
と
、
自
分
が
本
気
に
な
り
き
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
自
覚
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

国
内
か
ら
世
界
へ
と
意
識
を
変
え
た
の
は
、

東
京
五
輪
の
時
で
し
た
。
社
会
人
選
手
二
年
目

の
時
に
、
世
界
大
会
の
代
表
に
選
ば
れ
る
よ
う

な
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
に
勝
つ
機
会
が
あ
っ

て
。
自
分
の
走
る
原
点
で
あ
る「
勝
つ
」
こ
と

の
喜
び
を
再
認
識
で
き
た
ん
で
す
。
令
和
二
年

（
二
〇
二
〇
年
）、
コ
ロ
ナ
禍
で
五
輪
は
延
期
。

選
手
の
多
く
が
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
て
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
苦
労
し
て
い
た
時
期
に
、

僕
は
記
録
が
伸
び
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
次
の
目

標
に
向
け
て
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
作
り
始
め
る

こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
で
き
た
ん
で

す
。
東
京
五
輪
へ
の
出
場
は
逃
し
ま
し
た
が
、

五
輪
翌
年
の
令
和
四
年（
二
〇
二
二
年
）、
日
本

選
手
権
の
四
百
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
、
世
界
選
手

権
に
初
め
て
出
場
し
て
、
四
百
メ
ー
ト
ル
で
準

決
勝
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
〇
二
五
年
に
は
、
パ
リ
五
輪
、
東
京
で
の

世
界
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
三
年
間
が
僕
の
人
生
の
勝
負
ど
こ
ろ
。

僕
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
才
能
は
大
き
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
小
さ
な
才
能
を

努
力
し
て
開
花
さ
せ
て
き
た
、
そ
の
信
念
を
持
っ

て
努
力
し
続
け
る
こ
と
が
必
ず
世
界
で
の
活
躍

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。（
了
）

子
ど
も
の
頃
か
ら
走
る
の
が
好
き
で
し
た
。

走
っ
て
、「
勝
つ
」こ
と
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。

父
は
、
元
陸
上
競
技
選
手
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
も
出
場
し
た
実
績
を
持
っ
て
い
て
、
子
ど
も

な
が
ら
に
、「
僕
も（
父
の
能
力
を
）
受
け
継
い

で
速
く
な
る
は
ず
」と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
小
学

校
に
入
っ
た
当
初
は
た
し
か
に
同
級
生
の
誰
に

も
負
け
な
い
走
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
人
よ
り

ち
ょ
っ
と
成
長
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、
走
る
の

は
速
く
て
も
、「
一
番
」で
は
な
く
な
っ
て
い
く

ん
で
す
ね
。
次
第
に
、
足
の
速
さ
を
生
か
し
た

ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
う
で
頑
張
ろ
う
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
、
中
学
校
で
は
野
球
部
に
所
属
し
ま
し

た
。体

格
が
ま
わ
り
の
級
友
た
ち
に
追
い
つ
い
た

の
は
中
学
三
年
生
の
頃
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

学
校
内
の
陸
上
競
技
大
会
で
優
勝
し
た
ん
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
勝
つ
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
、

県
大
会
に
出
場
。
自
分
が
真
剣
に
向
き
合
え
る

こ
と
に
出
会
え
た
喜
び
と
自
信
が
今
も
生
き
続

け
て
い
ま
す
。

高
校
で
本
格
的
に
陸
上
を
始
め
た
の
で
す
が
、

最
初
は
全
く
結
果
が
出
な
く
て
。「
自
分
の
力
っ

て
、
こ
の
く
ら
い
な
の
か
な
」と
落
ち
込
む
ば
か

り
で
し
た
。
で
も
、練
習
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、

だ
ん
だ
ん
結
果
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
、

高
校
二
年
生
の
時
に
初
め
て
関
東
大
会
に
出
場
。

高
校
三
年
生
の
時
に
は
県
大
会
で
優
勝
し
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、大
学
で
陸
上
部
に
入
っ
た
時
は
、

「
そ
こ
そ
こ
は
や
れ
る
だ
ろ
う
」と
思
っ
て
い
た

ら
、
大
間
違
い
。
県
大
会
優
勝
の
レ
ベ
ル
で
は
、

ま
っ
た
く
通
用
し
な
い
。「
大
学（
の
陸
上
部
内
）

で
通
用
し
な
い
の
だ
か
ら
、
全
国
な
ん
か
通
用

す
る
は
ず
が
な
い
」と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
で
す
ね
、
自
分
の
立
ち
位
置
と

い
う
も
の
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
。

自
分
の
位
置
を
確
認
し
て
練
習
を
繰
り
返
し
、

わが街、語る

佐藤　風雅（さとう・ふうが）
1996 年笠間市生まれ。笠間市立友部中学校、茨
城県立中央高等学校、作新学院大学を経て、（株）
那須環境技術センター（本社・栃木県那須塩原市）
で社会人陸上の世界へ。種目は 400m。自己ベス
ト記録は 45 秒 40（2022 年 5 月・セイコーゴー
ルデングランプリ東京）で日本歴代 8 位。主な
競技歴として、2020 年日本選手権 400m 3 位、
2021 年日本選手権 400m 5 位。2022 年にはセイ
コーグランプリ東京 400m 2 位、日本選手権
400m で優勝、世界選手権 400m では準決勝進出、
同選手権 1600m リレーでは第一走者として日本
新記録（アジア新記録）で 4 位に貢献した。2023
年 4 月より「ミズノトラッククラブ」に移籍。

才能は、小さくても、無限大。
郷里の校庭を走る勇姿、世界へ。
みずからを「遅咲きの選手」と評する。26 歳で陸上の名門「ミズノ」に移籍するのも、異例のことだ。中学、
高校、大学、社会人と、陸上の舞台を駆け上がるたびに、そのレベルの高さに驚き、戸惑い、辛苦を味
わいながらも、常に地道な努力で乗り越え、みずからの成長に繋げてきた。原動力は、「勝つ」ことの
喜び。郷里の学校内に始まり、県内で、国内で勝利した今、次の目標は世界だ。

陸上競技選手
佐藤 風雅さん

取材協力・写真提供：那須環境技術センター
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わが街、暦春

陽気で鮮やかな自然の彩りに
春の祭りに笑顔が華やぐ

自然の生命、その息吹と鼓動を感じながら春を迎えるこの街は、花々に満ちている。
その彩りに躍る心が人を呼び、その歓びが春の祭りへと駆り立てるようだ。

笠間の春の賑わいがここから始まる。

　
笠
間
に
は
四
季
折
々
の
楽
し
み
が
あ
る
が
、

と
り
わ
け
春
の
景
色
は
生
き
生
き
と
し
た
色
彩

に
満
た
さ
れ
、
気
持
ち
を
華
や
か
に
さ
せ
て
く

れ
る
。
生
命
力
あ
ふ
れ
る
自
然
の
豊
か
さ
に
加

え
て
、
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
恒
例

の
祭
り
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
だ
。

　
笠
間
で
「
お
花
見
」
と
い
え
ば
、
北
山
公
園

と
愛
宕
山
。
な
お
、
愛
宕
山
で
は
桜
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
北
山
公
園
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
八
重
桜
、
枝

垂
桜
な
ど
千
本
余
り
の
桜
が
美
し
い
。
展
望
台
か

ら
は
冬
を
終
え
た
樹
木
の
芽
吹
き
を
三
百
六
十

度
パ
ノ
ラ
マ
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
愛
宕
山
も
、
桜
の
名
所
と
し
て
長
く
親
し
ま

れ
て
い
る
。
二
千
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
桜
が
山
を

包
み
、
麓
か
ら
山
頂
に
建
つ
愛
宕
神
社
周
辺
に

か
け
て
、
品
種
の
異
な
る
桜
が
時
期
を
変
え
な

が
ら
開
花
し
、牡
丹
桜
な
ど
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
の
時
期
ま
で
長
く
お
花
見
を
楽
し
め
る
。

　

佐
白
山
に
連
な
る
小
さ
な
富
士
山
は
、
つ

つ
じ
の
名
所
で
あ
る
。
約
八
千
五
百
本
に
お
よ

ぶ
壮
大
な
花
山
の
景
色
は
、
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
年
）
に
植
え
ら
れ
た
千
株
の
つ
つ
じ

に
始
ま
る
。
市
民
の
協
力
を
得
て
「
つ
つ
じ
一

株
寄
付
運
動
」
が
発
足
、
翌
年
か
ら
「
つ
つ
じ

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。
四
月
中
旬
か
ら
五

月
上
旬
に
か
け
て
、
山
一
面
つ
つ
じ
に
包
ま
れ

た
壮
大
な
花
山
が
見
頃
を
迎
え
る
。

　
そ
の
他
、佐
白
山
ろ
く
公
園
、八
坂
神
社
、「
笠

間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ポ
レ
ポ
レ
シ
テ
ィ
」

近
郊
を
流
れ
る
涸
沼
川
の
桜
並
木
、
稲
田
神
社
、

筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
な
ど
の
桜
も
見
応
え

が
あ
る
。

　
五
月
に
咲
く
笠
間
稲
荷
神
社
の
藤
の
花
も
こ

の
季
節
の
風
物
詩
だ
。
境
内
に
あ
る
樹
齢
四
百

年
に
お
よ
ぶ
「
二
株
の
藤
樹
」
は
、
例
年
五
月

上
旬
が
見
頃
。「
八
重
の
藤
」
は
根
周
り
約
五
・

三
メ
ー
ト
ル
、
枝
張
り
約
十
五
メ
ー
ト
ル
の
大

き
さ
が
あ
り
、
茨
城
県
内
で
も
随
一
で
、
昭
和

四
十
二
年
に
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
も
う
一
株
の
「
大
藤
」
は
、
一
重
咲
き

の
花
穂
の
長
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、
藤

の
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
を
境
内
に
漂
わ
せ
る
。

　
こ
う
し
た
花
々
の
咲
き
誇
る
中
で
、
こ
の
街

の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
笠
間
の
陶ひ

ま
つ
り

炎
祭
」

が
開
催
さ
れ
る
。
二
〇
〇
を
超
え
る
窯
元
な
ど

が
一
堂
に
介
し
て
、
会
場
と
な
る
笠
間
芸
術
の

森
公
園
は
笠
間
焼
の
作
り
手
た
ち
の
テ
ン
ト
で

び
っ
し
り
。
創
造
と
個
性
が
結
集
す
る
陶
芸
の

祭
典
は
、
毎
年
多
く
の
来
客
で
賑
わ
う
。
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
さ
れ
、
お
祭
り

一
色
で
楽
し
め
る
催
し
と
な
っ
て
い
る
。

大藤・八重の藤
花 房 が 最 長 で1.5メ ー ト ル に な る「大 藤 」
と、葡萄の房のように花を咲かせる「八重の
藤」は、いずれも樹齢400年あまり。「八重
の藤」は県の天然記念物に指定されている。
時期：例年 5 月上旬
場所：笠間稲荷神社

笠間の陶炎祭
昭和57年（1982年）、笠間芸術の村の
空き地で36軒の窯元たちが、手づく
りの野焼き窯を囲んで笠間焼や食べ
物を売るところから始まった。40年
を越える歴史を経た今、200人を超え
る陶芸家が作品を並べ、多くの来場
者で賑わう県内最大規模のイベント
となっている。
時期： 4月29日～5月5日   
場所： 笠間芸術の森公園

愛宕山 桜まつり
火防信仰で知られる愛宕山は桜の名所。ソメ
イヨシノ・山桜など約20種類、約2,000本の
桜が4月上旬から開花する。
時期：例年 3 月下旬～ 5 月上旬
場所：愛宕山

難台山のすずらん群生地 
愛宕山-難台山-吾国山ハイキングコースの、
難台山-道祖神峠間のルートからほど近い東
側に日本古来の自生のすずらん群生地があ
る。
時期：例年 5 月中旬
場所： 愛宕山 - 難台山 - 吾国山ハイキングコース

笠間つつじまつり
約7haの園内には、さまざまな品種のつつじが
植えられており、最盛期に小高い山一面が真っ
赤に染まる。期間中は苗木の即売やイベント等
が開催されている。
時期： 例年4月中旬～5月上旬   
場所： 笠間つつじ公園

北山公園の桜
ソメイヨシノや八重桜、枝垂桜など1,000本
余りの桜で賑わう。
時期：例年 4 月上旬
場所：北山公園

合気神社 例大祭
合気神社は、昭和19年（1944年）に合気道の
開祖 植芝盛平翁によって創建。現在約140の
国と地域に広がる合気道の、世界で唯一の神
社で、「合気道の聖地」と敬愛されている。
時期：例年 4 月 29 日
場所：合気神社

笠間市には多くの桜の名所があり、
ソメイヨシノ、山桜からはじまり、
枝垂桜や八重桜などの桜を長い期
間楽しむことができる。

おすすめ動画
「桜まつり」
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夏だ、祭りだ、わっしょい！
伝統と歴史の熱い街へようこそ

夏は祭りの季節であるとともに、祈りの季節でもある。
歴史ある祭事が多いこの街の敬

け い け ん

虔な人びとの思いは、額に汗して熱く、
街のそこかしこにこだまする。

暑い笠間の夏、元気な笑顔が眩しい。

　
新
緑
美
し
い
こ
の
街
の
初
夏
の
恒
例
イ
ベ

ン
ト
は
、
ゴ
ル
フ
愛
好
家
お
待
ち
か
ね
の
「
日

本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
権
」。
日
本
四
大
メ

ジ
ャ
ー
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
の
一
つ
で
、
毎
年
六

月
に
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
す
る
こ
の
ツ
ア
ー
に
合
わ
せ
て
、

同
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

は
「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
か
さ
ま
」
が
開
催

さ
れ
る
。
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
の
他
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
笠
間
の
食
や
特
産
品

な
ど
の
模
擬
店
、
百
ヤ
ー
ド
い
な
り
寿
司
巻

き
挑
戦
な
ど
が
大
会
を
盛
り
上
げ
る
。

　

そ
し
て
夏
祭
り
の
季
節
が
や
っ
て
く
る
。

筆
頭
は
八
雲
神
社
の
夏
季
例
祭
だ
。

　
八
雲
神
社
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一

年
）、
小
原
神
社
（
永
徳
元
年
に
鹿
島
神
宮
か

ら
分
霊
を
迎
え
て
創
建
さ
れ
た
小
原
地
区
の

由
緒
あ
る
神
社
）
の
分
社
と
し
て
創
建
さ
れ

た
。
夏
季
例
祭
は
、
例
年
七
月
下
旬
の
週
末

に
友
部
駅
前
通
り
を
歩
行
者
天
国
と
し
て
開

か
れ
、
太
鼓
や
神
輿
な
ど
、
町
内
を
沸
か
せ

る
夏
祭
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

宍
戸
の
平
神
社
は
天
治
元
年
（
一
一
二
四

年
）
に
創
建
さ
れ
た
古
社
で
、
笠
間
で
も
っ

と
も
歴
史
あ
る
祇
園
祭
を
守
り
継
ぐ
。
古
く

か
ら
の
し
き
た
り
に
則
り
、「
當と

う
家け

」
廻
り
の

伝
統
が
祭
り
を
取
り
し
き
る
。
清
い
身
で
渡

御
に
臨
む
た
め
、
當
家
は
一
年
間
胡
瓜
と
川

魚
を
食
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、「
渡
御
中
、

会
話
は
ま
か
り
な
ら
ぬ
」
な
ど
厳
格
な
決
ま

り
ご
と
を
守
る
。
神
輿
は
宍
戸
古
来
の
上
町
、

中
町
、下
町
、橋
爪
の
四
町
か
ら
担
ぎ
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
安
全
、
商
売
繁
盛
を
祈
り

な
が
ら
、
町
内
を
練
り
歩
く
。

　
歴
史
あ
る
夏
祭
り
は
八
坂
神
社
祇
園
祭
で

頂
点
に
達
す
る
。
約
七
五
〇
年
前
の
鎌
倉
時

代
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
年
）
に
、
笠
間

城
主
・
笠
間
時
朝
公
が
下
野
国
（
現
・
栃
木
県
）

茂
木
の
小
貫
郷
天
王
森
に
鎮
座
す
る
牛
頭
天

王
社
を
領
地
の
石
井
村
石
井
原
天
皇
塚
に
遷

宮
さ
せ
、
領
民
の
難
病
削
除
の
祈
願
を
さ
せ

た
の
が
当
祭
礼
の
興
り
で
あ
る
。

　

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）
に
漆
塗

り
金
箔
張
り
に
新
調
さ
れ
た
現
在
の
本
神
輿

は
、
当
時
「
関
東
一
の
大
神
輿
」
と
呼
ば
れ

る
ほ
ど
の
京
神
輿
で
、
そ
の
豪
華
さ
は
今
も

変
わ
ら
ず
、
こ
の
街
自
慢
の
風
格
を
保
っ
て

い
る
。
夕
刻
か
ら
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
笠

間
稲
荷
門
前
通
り
を
本
神
輿
と
、
子
供
神
輿

を
肩
に
威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
響
き
渡
る
。

全国こども陶芸展 in かさま  
日本が誇る伝統文化である陶芸に挑んだ全国
の子どもたちの陶芸作品を展覧する一大イベ
ント。優れた作品にはさまざまな賞を授与。
次世代への陶芸文化の継承を推進している。
時期：例年 7 月下旬～ 8 月下旬
場所：茨城県陶芸美術館

灯籠流し
故人を偲ぶ、灯籠流しのひととき。
時期：例年 8 月中旬
場所： 笠間ショッピングセンターポレポレシ

ティ南側亀ケ橋付近

かさまスポーツ＆フードフェス  
日本ゴルフツアー選手権開催期間中に開催さ
れる、スポーツと食、花火などが楽しめるイ
ベント。
時期：6 月上旬
場所：宍戸ヒルズカントリークラブ

八雲神社夏季例祭
子どもから大人まで、多世代に渡って現在も
続く友部地区の夏祭り。勇ましい掛け声とと
もに関係町内の神輿が渡御する。
時期：例年 7 月下旬
場所：友部駅前

八坂神社祇園祭
750年の歴史を誇る笠間の夏祭り。笠間領民
の難病削除の祈願を行い、領内繁栄を願う神
事。夜には、八坂神社の神輿に大人神輿が合
流し、祭りは大きく盛り上がる。
時期：例年 8 月上旬
場所：笠間稲荷門前通りほか

わが街、暦夏

八坂神社の御祭神は、素戔嗚尊（ス
サノオノミコト）。創立は貞観年間
で、 建 長6年（1254年）笠 間 城 下 石
井の天王塚に遷座。天正2年（1574
年）に三所神社内に遷宮した後、慶
安2年（1649年）、現在の場所に遷座
した。古来より常陸国三天王（一の矢
天王、水戸の天王、笠間の天王）の一
つとされ、明治2年までは、毎年霜月
中酉の日に新嘗大祭を行い、祭礼中
には稲田神社までの渡御神事があっ
た。明治7年に村社へ列格となった。

當家廻りの伝統を継承する歴史
ある夏祭り。上町、中町、下町、
橋爪の四町で神輿を担ぎ、各町内
を練り歩く。

おすすめ動画
「平神社　祇園祭」
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笠間浪漫
「手作り・笠間産・郷土愛・田舎・懐かしい」
をテーマに、田舎の良さ・面白さを前面に出
し、来訪者に楽しんでもらうお祭り。
時期：例年 10 月上旬
場所：笠間芸術の森公園

六所神社例大祭
明治6年（1873年）、下郷地区の五社を八幡神
社に合祀した記念祭礼で、氏子町内から山車
や幌獅子が街中を練り歩く岩間地区最大のお
祭り。
時期：例年 11 月第 1 土日
場所：六所神社・岩間駅周辺

陶と暮らし。
笠間の陶芸家の「秋の新作」を中心とした陶
器市。くらしのワークショップ、出店作家の
カップで珈琲が楽しめる陶くらcaféなども
開催される。
時期：例年 11 月中旬
場所：笠間工芸の丘 特設会場

　

蒸
し
暑
い
夏
の
日
々
が
、
次
第
に
し
の
ぎ

や
す
い
穏
や
か
な
朝
夕
に
変
わ
り
始
め
る
と
、

稲
穂
が
垂
れ
、
籾
が
黄
金
色
に
色
づ
き
、
街

は
稲
刈
り
の
季
節
を
迎
え
る
。
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
に
、
収
穫
さ
れ
た
農
作
物
や
果
実

が
街
の
あ
ち
こ
ち
に
並
び
始
め
る
。
笠
間
の

秋
は
豊
か
な
実
り
ゆ
え
に
、
ゆ
っ
く
り
と
賑

や
か
に
流
れ
て
い
く
。

　
「
笠
間
と
い
え
ば
、
栗
」
と
言
わ
れ
る
く
ら

い
、
笠
間
の
栗
は
今
や
全
国
屈
指
の
ブ
ラ
ン

ド
品
で
あ
る
。
栗
の
収
穫
時
期
に
開
催
さ
れ

る
「
か
さ
ま
新
栗
ま
つ
り
」
は
、
街
を
挙
げ

て
栗
の
収
穫
を
祝
う
恒
例
行
事
。
生
栗
や
焼

き
栗
を
は
じ
め
、
栗
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
、
栗

に
関
連
し
た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品
の
販
売
や

栗
拾
い
体
験
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。「
栗
」

の
ア
イ
デ
ィ
ア
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作

品
の
販
売
も
面
白
い
。

　
「
笠
間
浪
漫
」
は
、
こ
の
街
の
産
業
祭
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
で
、「
手
作
り
・
笠
間
産
・
郷

土
愛
・
田
舎
・
懐
か
し
い
」
を
テ
ー
マ
に
、

笠
間
の
魅
力
を
最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
お

祭
り
だ
。
会
場
と
な
っ
て
い
る
笠
間
芸
術
の

森
公
園
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
笠
間
焼
や

木
工
製
品
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
や
雑
貨
、
笠
間

産
の
農
産
物
や
グ
ル
メ
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
企
画
で
来
訪
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

（
一
例
と
し
て
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）
に

は
台
湾
フ
ェ
ア
や
笠
間
焼
ビ
ー
ル
フ
ェ
ア
な

ど
の
屋
台
が
出
店
）。
例
年
、
公
園
内
の
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
同
時
開
催
さ
れ
る
ビ
ッ
ク
バ
ン

ド
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
好
評
だ
。

　

笠
間
の
秋
を
語
る
と
き
、
欠
か
せ
な
い
の

は
菊
の
花
だ
。「
笠
間
の
菊
ま
つ
り
」
は
、
笠

間
稲
荷
神
社
境
内
で
行
わ
れ
て
い
た
「
朝
顔

会
（
朝
顔
展
示
）」
が
そ
の
前
身
で
、
当
時
、

戦
争
で
荒
廃
し
た
人
び
と
の
心
を
和
ま
せ
る

こ
と
や
信
仰
を
育
む
一
助
と
し
て
、 

先
々
代
の

宮
司
が
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
に
農

園
部
を
設
け
て
、
菊
花
を
境
内
に
展
示
し
た

の
が
始
ま
り
。
昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
年
）

か
ら
は
「
菊
人
形
展
」
を
開
催
。
翌
年
に
は
、

戦
後
の
混
乱
の
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
笠

間
稲
荷
神
社
の
菊
が
「
ア
メ
リ
カ
国
際
菊
花

展
」（
シ
ア
ト
ル
で
開
催
）
に
出
品
さ
れ
、
最

優
秀
賞
の
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
を
受
賞
す
る
な
ど
、

笠
間
の
歴
史
に
栄
誉
を
刻
み
な
が
ら
、
企
画

と
工
夫
を
凝
ら
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
毎

年
十
一
月
三
日
に
開
催
さ
れ
る
流
鏑
馬
も
こ

の
街
の
見
応
え
あ
る
伝
統
行
事
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
秋
の
伝
統
行
事
に
は
六
所
神
社

の
例
大
祭
も
あ
る
。
岩
間
地
区
最
大
の
祭
礼

で
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
以
来
の
長

い
歴
史
が
あ
る
。
当
日
奏
で
ら
れ
る
「
岩
間

囃
子
」
は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
街
の
秋
は
︑
毎
週
末
︑

何
処
か
で
楽
し
い
何
か
が

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る

秋
︒
こ
の
街
を
訪
れ
る
人
び
と
は
皆
︑
そ
の
賑
や
か
な
活
気
に
驚
か
さ
れ
る
︒

収
穫
感
謝
の
祭
典
が
あ
れ
ば
︑
歴
史
あ
る
伝
統
行
事
が
あ
り
︑
笠
間
焼
の
匠
を

堪
能
で
き
る
催
し
も
あ
り
︒
自
然
の
恵
み
と
文
化
の
薫
り
の
フ
ル
コ
ー
ス
が
︑

こ
の
街
の
秋
で
あ
る
︒

ふるさとまつり in かさま  
商工会・JA・社会福祉協議会などが共同で開
催する行事。特設ステージでは、歌謡ショー
やキャラクターショーなどが開かれる。
時期：例年 10 月下旬
場所：友部公民館

かさま新栗まつり
栗の収穫時期に開催される、生栗・焼き栗・
栗菓子など、栗一色でもてなす祭典。
時期：例年 9 月下旬または 10 月上旬頃
場所：笠間芸術の森公園

笠間の菊まつり
明治41年（1908年）から始まった笠間の菊ま
つりは、笠間稲荷神社をメイン会場に黄・白・
ピンクなど色とりどりの菊が市内に咲き誇
る。
時期：例年 10 月中旬～ 11 月下旬
場所：笠間稲荷神社ほか

わが街、暦秋

小笠原流一門の射手や古武道
振興会の人々など総勢40名が
的を鏑矢で射て、来年の農業の
豊凶を占う。

おすすめ動画
「流鏑馬」

近年の「ウィズ コロナ・アフター コ
ロナ」で社会環境が多様化する中、密
を避け、自然の中でゆっくり仕事を
したい、美しい星空を家族や友だち
と楽しみたい。笠間市は、そんな願
いを叶えてくれる街（写真右は公民連
携による施設「空に近い森のアウトド
アリゾート『 ETOWA KASAMA（エ
トワカサマ）』 」）。
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ゆく年とくる年を穏やかに、厳かに
街とともに、家族とともに

田園に霜が降り、街行く人の吐息が白く染まるこの季節、
寒さを和らげるぬくもりを誰もが求めるこの季節、温かく寄り添い、

ともに春を迎える人がいてほしい、街であってほしい。
その願いを心に留めて、この街は人びととともに新しい年を迎える。

　

晩
秋
か
ら
初
春
に
か
け
て
、
夜
半
、
山
間

部
な
ど
を
低
気
圧
が
通
過
し
て
湿
度
が
高
く

な
っ
た
と
き
、
放
射
冷
却
で
冷
や
さ
れ
て
行

き
場
の
な
く
な
っ
た
空
気
が
盆
地
な
ど
一
帯

に
飽
和
状
態
と
な
り
、
霧
が
発
生
す
る
。
山

頂
な
ど
か
ら
見
下
ろ
す
、
こ
の
遥
か
彼
方
へ

漂
う
海
原
の
よ
う
な
眺
め
は
「
雲
海
」
と
呼

ば
れ
、
笠
間
の
小
高
い
山
々
か
ら
も
観
察
さ

れ
る
。
特
に
朝
日
に
照
ら
さ
れ
東
方
に
広
が

る
愛
宕
山
か
ら
の
雲
海
の
眺
望
は
、
筆
舌
に

尽
く
し
難
い
。

　
師
走
を
迎
え
た
笠
間
で
は
、「
か
さ
ま
陶
芸

の
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ

る
。
笠
間
芸
術
の
森
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
に
、
最
低
標
高
四
十
三
メ
ー
ト
ル
、
最
高

標
高
七
十
四
メ
ー
ト
ル
（
高
低
差
三
十
一
メ
ー

ト
ル
）
の
全
行
程
二
十
一・
〇
九
七
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
笠
間
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
参
加
賞
は
笠
間
焼
。

気
持
ち
よ
く
汗
を
か
い
た
後
の
、
ご
当
地
グ

ル
メ
「
笠
間
い
な
り
寿
司
」
の
味
は
格
別
だ
。

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
は
仮
装
し
た
走
者
が

沿
道
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
が
、
同

じ
頃
、
愛
宕
神
社
北
側
に
あ
る
飯
綱
神
社
で

は
、
白
装
束
で
天
狗
の
格
好
を
し
た
十
三
人

の
天
狗
が
「
悪
態
ま
つ
り
」
を
披
露
す
る
。

天
狗
た
ち
が
境
内
に
あ
る
十
六
か
所
の
祠
へ

お
供
え
物
を
し
て
回
る
際
、
参
加
者
た
ち
は

「
ば
か
や
ろ
う
！
」「
早
く
歩
け
！
」
な
ど
罵

声
を
浴
び
せ
合
い
、
お
供
え
物
を
奪
い
合
う

と
い
う
、
一
風
変
わ
っ
た
お
祭
り
。
年
の
終

わ
り
に
疫
病
退
治
を
祈
願
す
る
に
は
打
っ
て

つ
け
の
奇
祭
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
年
の
瀬
。
こ
の
街
も
ゆ
く
年
・

く
る
年
を
迎
え
る
。

　

佐
白
山
ろ
く
公
園
に
は
、
寛
文
二
年

（
一
六
六
二
年
）
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
時
鐘
が

あ
る
（
現
在
の
鐘
は
三
代
目
）。
こ
の
街
の
大

晦
日
の
夜
は
、
こ
こ
で
除
夜
の
鐘
を
打
ち
、

新
年
を
迎
え
て
、
笠
間
稲
荷
神
社
な
ど
へ
初

詣
に
向
か
う
人
び
と
で
賑
わ
う
。
愛
宕
神
社

で
は
、「
来
年
へ
歩
く
会
」
と
い
う
催
し
に
参

加
し
て
、
初
詣
や
初
日
の
出
を
楽
し
む
人
び

と
も
多
い
。

　

新
春
を
迎
え
、
初
詣
客
や
陶
器
市
（
彩
初

窯
市
）
な
ど
で
賑
わ
う
街
は
、
立
春
を
迎
え

る
頃
か
ら
春
が
開
花
す
る
。
節
分
が
市
内
の

神
社
で
執
り
行
わ
れ
、
常
陸
国
出
雲
大
社
な

ど
の
梅
の
見
頃
に
は
、
市
内
の
い
ち
ご
農
家

の
出
荷
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
桃
の
節
句
に

先
駆
け
て
、
こ
の
街
の
陶
芸
家
た
ち
が
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
の
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

陶
製
雛
人
形
。「
か
さ
ま
の
陶
雛
～
桃と

う
え
ん宴

～
」

と
題
す
る
こ
の
ひ
な
祭
り
は
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
年
）
か
ら
行
わ
れ
て
い
て
、
期
間

中
は
陶
雛
人
形
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
す
る
窯
元
も
あ
る
。

かさま陶芸の里ハーフマラソン大会
全国から集まるマラソン愛好家や市民ラン
ナーを、街全体で応援する。
時期：例年 12 月中旬
場所：笠間芸術の森公園

悪態まつり
白装束の天狗に扮した十三天狗が、祀（ほこ
ら）に供え物をして回る儀式で、この間に参
加者が悪態を言い合い、天狗に邪魔されなが
ら供え物を奪い合うという奇祭。
時期：例年 12 月中旬
場所：飯綱神社（愛宕神社）

かさまの陶雛～桃
とうえん

宴～
陶芸家たちが制作したオリジナルの陶製ひな
祭り。
時期：例年 1月下旬～3月初旬
場所：市内各地

節分追儺式
正装した約 200 人の撒豆行事司等の手によ
り、宮司家伝統の秘法で調整された金銀福豆
と共に福銭等がまかれる。
時期：例年 2 月 3 日
場所：笠間稲荷神社

彩初窯市
年初めに行われる陶器市。毎年60人以上の作
家がテントを出し、個性豊かな新作を発表。
初詣に訪れた観光客や陶芸ファン、家族連れ
などで賑わう。
時期：例年 1 月 2 日から 5 日
場所：笠間工芸の丘特設会場

来年へ歩く会
大晦日の夜、愛宕山山頂の大駐車場から各自
参道を歩いて愛宕神社へ。山の上での初詣
と初日の出で新春を祝う。記念品配布あり。
時期：12 月 31 日（大晦日）
記念品配布：午後 11 時から翌日午前 0 時半
場所：愛宕山　＊参加費無料・事前申込不要

わが街、暦冬

笠間市の年間行事について：当コーナー「わが街・暦」で紹介した行事・イベントについては、気候や自然環境の変化、新型コロナウイルス
感染症などの影響で、開催時期や場所が変更になる場合があります。最新の情報は笠間市公式ホームページなどから随時ご確認ください。

初午の日にちなんで、ご当地グ
ルメであるそばいなり寿司の長
さ日本一に挑戦するイベントを
開催。

おすすめ動画
「初午いなり寿司まつり」

友部駅着特急（下り）のダイヤに合わせ
友部駅を出発し、笠間工芸の丘、茨城県
陶芸美術館、笠間日動美術館、笠間稲荷
神社、春風萬里荘、道の駅かさまなど、
主要観光施設を巡り、友部駅へ戻る周遊
バス。
所要時間：50 分　
料金：1 回乗車につき 100 円
　　　1 日自由乗車券：300円

（2022年12月1日現在）
＊美術館など 5 施設の入場割引等の特典付き。

かさま観光周遊バス
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Only one art

Art
三
郎
が
、
久
野
窯
で
陶
器
の
製
法
を
修

業
し
、
益
子
で
窯
を
築
き
ま
す
（
益
子

焼
の
始
ま
り
）。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
笠
間
・
益
子
そ

れ
ぞ
れ
で
組
合
が
設
立
さ
れ
、
出
荷

規
格
を
統
一
し
、
連
携
し
て
製
品
の
融

通
を
図
る
な
ど
支
え
合
い
な
が
ら
、
関

東
の
窯
業
地
と
し
て
発
展
。
大
正
時
代

に
か
け
て
、
壺
、
水
甕
、
す
り
鉢
、
土

鍋
な
ど
の
日
用
品
を
製
造
出
荷
し
、
そ

の
製
品
は
丈
夫
で
使
い
や
す
く
安
価
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
京
を
中
心
に
東

日
本
全
域
に
ま
で
販
路
を
拡
大
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
二
つ
の
陶
文
化
の
歴
史
的
価
値
が
評

価
さ
れ
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）、

「
か
さ
ま
し
こ
」
は
日
本
遺
産
に
認
定
。

今
日
、
六
〇
〇
名
を
超
え
る
陶
芸
家
が

活
躍
し
、
暮
ら
し
に
寄
り

添
う
独
自
の
陶
文
化
を
継

承
し
て
い
ま
す
。

笠間工芸の丘～クラフトヒルズ笠間
陶芸体験をはじめ、陶芸品の常設展示、笠
間焼の販売を行っている。ギャラリーでは、
笠間焼の作家たちによる企画展が四季折々
に催されている。
笠間市笠間 2388-1（笠間芸術の森公園内）
TEL. 0296-70-1313

茨城県陶芸美術館
笠間芸術の森公園内にある陶芸専
門の美術館。笠間市出身の人間国
宝・松井康成をはじめ、日本の近
現代陶芸界において優れた業績を
残した文化勲章受章者や人間国宝
の作品などを展示している。
笠間市笠間 2345
 （笠間芸術の森公園内）
TEL. 0296-70-0011

茨城県立笠間陶芸大学校
笠間焼産地の技術力や芸術性、デ
ザイン性、ブランド力の向上と、
現代陶芸をリードし、世界に羽ば
たけるような人材の輩出を目指し
ている。
笠間市笠間 2346-3

（笠間芸術の森公園内）
TEL. 0296-72-0316

　
江
戸
時
代
の
安
永
年
間
に
、
久
野
半

右
衛
門
が
始
め
た
「
箱
田
焼
」
と
山
口

勘
兵
衛
が
始
め
た
「
宍
戸
焼
」
が
笠
間

焼
の
源
流
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
に

甕か
め

や
す
り
鉢
な
ど
の
生
活
雑
器
が
製
造

さ
れ
ま
し
た
。

　
笠
間
藩
第
三
代
藩
主
・
牧
野
貞
喜
と

第
八
代
藩
主
・
牧
野
貞
直
が
積
極
的
に

保
護
・
奨
励
し
、
生
産
増
加
と
陶
技
を

後
世
に
継
承
す
る
目
的
で
貞
直
が
定
め

た
藩
の
御
用
窯
「
仕
法
窯
」
に
指
定
さ

れ
た
六
窯
元
（
久
野
家
、
福
田
家
、
奥

田
家
な
ど
）
は
今
も
製
陶
を
続
け
て
←

　
焼
き
物
の
街
と
し
て
名
高
い
茨
城
県

笠
間
市
と
栃
木
県
益
子
町
＝
「
か
さ
ま

し
こ
」。
近
接
す
る
こ
の
地
は
、
古
代
か

ら
須
恵
器
づ
く
り
に
必
要
な
粘
土
・
水
・

燃
料
の
木
材
に
恵
ま
れ
、
古
代
窯
跡
か

ら
の
出
土
品
に
共
通
し
た
技
法
が
多
数

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
技
術
圏
に

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

十
一
世
紀
に
下
野
国
（
現
在
の
栃

木
県
）
を
拠
点
と
し
、
そ
の
後
の
約

五
〇
〇
年
間
、
笠
間
と
益
子
の
地
を
治

め
た
宇
都
宮
氏
は
、
京
都
の
貴
族
と
の

接
点
を
持
ち
な
が
ら
宗
教
・
文
化
と

い
う
側
面
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し

た
。
こ
の
時
代
に
「
か
さ
ま
し
こ
」
に

も
た
ら
さ
れ
た
京
都
・
鎌
倉
か
ら
の
文

化
・
芸
術
・
気
風
は
、
後
の
笠
間
焼
・

益
子
焼
の
美
意
識
に
影
響
し
て
い
ま

す
。

　
十
六
世
紀
後
半
、
宇
都
宮
氏
が
豊
臣

秀
吉
に
よ
っ
て
改
易
さ
れ
、
江
戸
時
代

に
な
る
と
二
つ
の
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
を
歩
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
十
八
世
紀
後
半
、
笠
間
藩
上
箱
田
村

の
名
主
久
野
半
右
衛
門
が
こ
の
村
で

焼
き
物
を
始
め
ま
す
（
後
の
笠
間
焼
）。

十
九
世
紀
後
半
に
は
、
間
黒
村
鳳
台
院

で
寺
子
屋
教
育
を
受
け
て
い
た
大
塚
啓

い
ま
す
。

　
明
治
時
代
の
陶
器
商
・
田
中
友
三
郎

の
活
躍
で
販
路
を
広
げ
た
笠
間
焼
は
一

気
に
知
名
度
を
上
げ
、
大
正
末
期
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
の
不
景
気
や
、
第

二
次
世
界
大
戦
、
樹
脂
・
金
属
製
品
の

台
頭
な
ど
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
ま

し
た
。
戦
後
、
窯
業
に
関
す
る
幅
広
い

研
究
と
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
茨
城

県
窯
業
指
導
所
が
設
立
さ
れ
、
高
度
成

長
期
に
は
行
政
・
民
間
が
協
力
し
、
全

国
の
芸
術
家
を
誘
致
す
る
事
業
を
開

始
。
移
住
作
家
と
地
元
の
窯
元
・
作
家

が
刺
激
し
合
い
、
交
流
を
深
め
て
い
く

中
で
、斬
新
な
表
現
と
技
法
が
生
ま
れ
、

国
の
伝
統
的
工
芸
品
指
定
な
ど
も
追
い

風
と
な
り
、
先
達
の
技
を
尊
重
し
な
が

ら
時
代
の
新
し
い
波
を
受
け
入
れ
、
他

に
類
を
見
な
い
表
現
の
多
様
性
を
持

ち
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
伝
統
的
な
笠
間
焼
は
も
ち
ろ
ん
、
笠

間
土
を
使
っ
た
現
代
的
な
表
現
、
さ
ま

ざ
ま
な
素
材
か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
技

法
と
い
っ
た
多
彩
な
「
顔
」
が
、
笠
間

焼
の
最
大
の
特
徴
で
す
。

わが 街、

創る、魅せる

笠
間
焼
は
︑
今
日
︑﹁
自
由
な
作
風
で
知
ら
れ

る
陶
芸
﹂
と
評
さ
れ
︑こ
の
街
で
陶
芸
を
学
び
︑

陶
芸
作
家
を
志
し
て
製
陶
・
創
作
活
動
を
す

る
た
め
に
移
り
住
む
人
び
と
は
後
を
絶
た
な

い
︒
志
す
人
た
ち
を
魅
了
す
る
︑
こ
の
街
な

ら
で
は
の
陶
文
化
は
︑
多
く
の
教
育
文
化
施

設
に
支
え
ら
れ
て
い
る
︒

か
さ
ま
し
こ

～
兄
弟
産
地
が
紡
ぐ
”焼
き
物
語
“～

笠間焼発祥の地には、震災で全壊した素焼き用登り窯
が復元されている（笠間市箱田地区・久野陶園）。

笠間焼の作家紹介
やオンラインショッ
プ、笠間焼関連の
イベントなどを発信
するサイトです。
https://kasamayaki.org

KASAMAYAKI 
PORTAL SITE

春風萬里荘
この街の豊かな緑と盆地特有の四季折々の自然にふ
さわしい「芸術の村」構想に着手した前館長の長谷
川仁氏と旧笠間市は、昭和 40 年、陶芸家として料
理や食器の演出にまでこだわった意匠・北大路魯山
人の茅葺き民家を北鎌倉より移築し、「春風萬里荘」
と命名。現在、笠間日動美術館の分館となっており、
周辺には 40 戸ほどのアーティストがアトリエを構
えている。
笠間市下市毛 1371-1
TEL. 0296-72-0958
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Enjoy

Sportsわが街、楽しむ
マラソン
例年 12 月に開催される「かさま陶
芸の里ハーフマラソン大会」は、笠
間芸術の森公園をメイン会場に、全
国各地から多くの市民ランナーが参
加する。笠間稲荷門前通りをはじめ、
笠間焼が並ぶギャラリーロードや自
然あふれる山間部を走るなど、この
街の自然と歴史を肌で感じることが
できる。

ハイキング
愛宕山や吾国山など見晴
らしの良い山々は日帰
りハイキングで人気（写
真）。北山公園内にも森
林浴などを楽しめる遊歩
道コースが複数整備され
ている。

ゴルフ（写真は宍戸ヒルズカントリークラブ）
市内には 9 つのゴルフ場がある。2020 年東京五
輪を契機として、台湾とのゴルフ交流も行ってい
る。また、青少年の健全育成とクオリティの高い
価値観・道徳観を涵養することを目的に、スナッ
グゴルフを推奨している。

サイクリング
昨今人気のサイクリングもこの街では盛ん。県外
からのバイカーも多く、街では「フォトサイクリ
ング in 笠間」などのイベント開催のほか、市認定
のサイクルガイドを通じて、自転車の安全な利用
拡大と市内周遊を推進するサイクルツーリズムを
促進している。

生涯スポーツ
市民の誰もが手軽にスポーツに親しみ参加できる
よう、生涯スポーツが盛んに行われている。市内
各地域には、野球場やサッカー用芝生広場、グラ
ウンドゴルフ場、テニスコートなどが整備され、
子どもたちから高齢者まで多世代がそれぞれのス
ポーツと交流を楽しんでいる（写真は笠間市総合
公園テニスコート）。

合気道
合気道は、他者と優劣を競うことを目的としない
ため、試合はない。お互いを尊重するという姿勢
を貫き、年齢、性別、国籍を問わず、誰でも稽古
できる。

手
権
」
の
開
催
地
・
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
九
つ

の
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
ま
す
。
日
本
ゴ
ル

フ
界
を
牽
引
す
る
畑
岡
奈
紗
選
手
や
星

野
陸
也
選
手
は
こ
の
街
の
出
身
で
す
。

各
小
学
校
で
は
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
も
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
こ

の
街
で
長
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
北

山
公
園
内
に
は
森
林
浴
な
ど
を
楽
し
め

る
遊
歩
道
コ
ー
ス
が
複
数
整
備
さ
れ
、

白
鳥
湖
周
囲
（
一・
八
キ
ロ
）
や
新
池

周
囲
（
一・
三
キ
ロ
）
な
ど
は
家
族
連

れ
で
楽
し
む
の
に
最
適
な
コ
ー
ス
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

場
も
あ
り
ま
す
。
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス

ロ
ー
ド
に
指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
も
十
一

あ
り
、
健
康
づ
く
り
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
ど
目
的
に
あ
わ
せ
て
「
歩
く
」
こ
と

を
楽
し
め
る
街
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
笠
間
市
に
は
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら

爽
や
か
な
汗
を
か
く
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し

た
施
設
・
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
街
の
元
気
が
衰

え
な
い
所
以
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
「
ム
ラ
サ
キ
パ
ー
ク
か
さ
ま
」
は
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
B
M
X
な
ど
ア
ー
バ

ン
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
で

き
る
施
設
。
国
内
随
一
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
で
、
初
心
者
向
け
の
「
フ
ラ
ッ
ト

＆
ビ
ギ
ナ
ー
ゾ
ー
ン
」、
街
中
の
障
害

物
を
再
現
し
た
「
ス
ト
リ
ー
ト
ゾ
ー

ン
」、
お
わ
ん
型
、
山
型
、
斜
面
な
ど

の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
物
を
組
み
合

わ
せ
た
「
パ
ー
ク
ゾ
ー
ン
」、
雨
天
で

も
利
用
で
き
る
「
屋
内
ゾ
ー
ン
」、「
ミ

ニ
ボ
ウ
ル
ゾ
ー
ン
」
の
五
つ
の
ゾ
ー
ン

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
」
で
も
あ

る
笠
間
市
に
は
、
日
本
男
子
ゴ
ル
フ
メ

ジ
ャ
ー
大
会
「
日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選

スケートボード＆BMX
笠間市には国内最大級となる
4,600 平方メートルのスケート
パーク「ムラサキパークかさま」
がある。スケートボードの国際
大会が開催できる規模で、パー
ク内は「ストリート」と「パー
ク」、「フラット＆ビギナーゾー
ン」、「ミニボウルゾーン」、「屋
内ゾーン」の５つのゾーンで構
成されている。

ヘルスロード ムラサキパーク サイクリング北山公園

こ
の
街
に
は
︑﹁
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
﹂

人
び
と
の
強
靭
な
笑
顔
が
絶
え
な

い
︒
そ
の
充
実
し
た
時
間
と
高
揚
感

は
︑
沈
み
が
ち
な
生
活
に
一
石
を
投

じ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
供
し
続

け
て
い
る
︒

コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
姿
を
見
か
け

る
中
︑
感
染
予
防
を
心
が
け
な
が

ら
︑
自
然
の
中
で
﹁
自
分
ら
し
さ
﹂

を
発
見
し
︑
新
し
い
趣
味
や
余
暇
の

過
ご
し
方
を
見
出
し
た
人
は
多
い
︒
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Taste 

道の駅かさま
笠間市手越22-1　TEL： 0296-71-5355
駐車場： 173台（24時間利用可能な台数）
食事処：
 ・楽栗 La Kuri　10：00 〜 18：00（LO 17：30）
 ・フードコート・レストラン　11：00 〜 18：00（LO 17：30）
買い物：
 ・直売所 みどりの風　9：00 〜 18：00
 ・コンビニエンスストア　24時間営業
その他の施設（24時間利用可能）：
 トイレ、授乳室、道路情報コーナー、EV充電施設
定休日：毎月第2木曜日
ホームページ：https://m-kasama.com/

【野菜＆果実類】 白菜・人参・大根・ピーマン・バターナッツ・自然薯・里芋・むべ・
栗・からしな・いちご

【加工品】 道の駅かさま限定すいーとまろん（ナガタフーズ）・大根百姓各種（ナガタ
フーズ）・かさまチップス（鍋屋）・稲荷ゆべし（松島製菓）・おちぼ栗（グリュイエー
ル）・栗マド（グリュイエール）・栗ろーるケーキ（㈱オーヤマ）・くり甘納糖（根本製
菓）・栗の輪（くりーむ）・栗のメレンゲクッキー（ポーターハウス）・栗マドレーヌ（パ
ンプルティンク）・生真面目たまごプリン（パンプルティンク）・キムチ各種（キムチ
工房かわさき）・くりとろプリン（笠間栗ファクトリー）・笠間の栗プリンカラメル（お
みたまプリン）・栗バスクケーキ（宮本製菓）・松緑（特別純米酒：笹目宗兵衛商店）・
稲里（大吟醸五百万石：磯蔵酒造）・郷の誉（須藤本家）

　
北
関
東
自
動
車
道
・
友
部
IC
か
ら
笠
間

芸
術
の
森
公
園
へ
続
く
国
道
三
五
五
号
沿

い
に
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）
九
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の
駅
か
さ
ま
」。

笠
間
の
栗
の
Ｃ
ａ
ｆ
é 

& 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

や
、
新
鮮
な
農
作
物
・
お
土
産
品
が
そ
ろ

う
直
売
所
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た
料
理

が
楽
し
め
る
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
を
備

え
、
笠
間
市
の
「
食
」
の
魅
力
を
存
分
に

発
信
し
て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
は
全
国
で
も
農
業
が
盛
ん
な
県

の
一
つ
で
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

二
月
現
在
の
総
農
家
数
は
全
国
第
二
位
、

農
業
産
出
額
は
全
国
第
三
位
で
す
。
そ
の

県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
笠
間
市
は
、
地

形
や
気
候
に
恵
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
作

物
が
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
栗
の

栽
培
面
積
・
生
産
量
と
も
に
全
国
一
位
を

誇
る
茨
城
県
の
中
で
、
笠
間
市
は
代
表
的

な
栗
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
か
さ
ま
で
は
、
そ
の
栗
の
魅
力

を
味
わ
え
る
笠
間
の
栗
専
門
店
の
ほ
か
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
地
元
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
直
売
所
棟
に
あ
る
「
み
ど
り
の
風
」
で

は
、地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、

こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
笠
間
市
の
お
土
産

が
集
結
し
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
向
か
い
側
に
あ
る
「
笠
間
栗
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
の
製
品
も
人
気
の
一
つ
。
笠
間
栗

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、「
つ
く
る
、つ
な
が
る
、

笠
間
の
栗
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
安
心
・

安
全
・
高
品
質
な
笠
間
産
の
栗
加
工
品
を

笠
間
市
内
外
の
ス
イ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
や
飲

食
店
、カ
フ
ェ
な
ど
へ
供
給
し
て
い
ま
す
。

わが街、味わう
活龍
笠間栗モンブランのタンタン麺

kasama farmʼs
常陸姫のハンバーグ

GELATERIA COWCOW
濃厚栗ジェラート（プレミアム
シングル・写真手前）

常陸乃國 かぐや姫
笠間いなり＆お手製うどんセット 

楽栗 La Kuri
楽栗fi lo（フィーロ）

Taste 味わう
Taste 味わう
Taste わが街、
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笠間の栗
全国でも有数の栗産地である笠間市。
栗栽培の始まりは明治末期頃。年間を通して温暖であり、
昼夜の温度差や保水性と通気性に優れた火山灰土壌が、
ふっくらとして香り高い栗を育むのに適しています。
市では生産者への支援や販路拡大、ブランド化など

「笠間の栗」産業発展に向けた取り組みを行っています。

茨城県は栗の栽培面積と生産量が日本一。
笠間は栽培面積と生産者数が全国1位です。

・栽培面積： 484ha 日本一

・生産者数（栽培経営体数）： 669経営体 日本一
※農林業センサス2020より

毎年秋には、栗菓子
や栗をモチーフに
したハンドメイド
作品の販売などが
行われる「かさま新
栗まつり」も開催さ
れます。

栗の生産が盛んな栗のまち

かさま新栗まつり

台湾の輸入規制緩和を受け、令和4年8月に栗
ペーストの輸出を開始。
令和4年度は約100kgが台湾へ輸出され、ホテ
ルメトロポリタンプレミア台北のアフタヌー
ンティーで提供されたほか、2月に茨城県が実
施した大規模プロモーションでも使用されました。
令和5年度もホテルメトロポリタンプレミア台北において、モンブランとし
て提供されます。
今後も「笠間の栗」のブランドを国内外に広く伝えていきます。

「笠間の栗」台湾へ輸出開始

年間の作業
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

栗の種類
早

わ せ
生・中

な か て
生・晩

お く て
生に分けることができ、収穫時期がそれぞれ異なります。

早生（9月上旬〜中旬） 中生（9月下旬〜10月上旬） 晩生（10月上旬〜中旬）

基本の食べ方

【鍋でゆでる場合】
沸騰してから
中火で40〜50分。

【圧力鍋でゆでる場合】
蒸気が上がってから中火
で10〜15分。
自然に圧力が抜けるのを
待つ。

むき栗の保存／冷凍

❶20分程度
　かたゆでする。

❷流水にさらして
　熱をとり、むく。

❸ビニール袋に入れ、
　空気を抜いて冷凍庫で保存。

約半年程度は保存できます。
使う時は解凍せずに、お使いください。

生栗の保存／冷蔵

❶ ポリエチレン袋に入れ、
　口をしばらず、折る。
　栗が乾かないようにする。

栗はいたみやすい食べ物なので、
できるだけ早くお召し上がりください。

❷冷蔵庫のチルド室
　（0度付近）で保存。

栗の上手なむき方

冷めるとむきにくくなります。

❶熱湯に10分
　つける。 ❷おしりから

　尖った方にむく。

❸渋皮の状態で
　1〜2分ゆでる。

❹渋皮がむきやすい
　うちにむく。

栗の
むき方・食べ方・保存方法

せん定 せん定草刈り 収穫

病害虫防除

愛宕のこぼれモンブラン（栗のいえ）、マロンショコラ（笠間雪みるく）、和モンブラン（㈲松島製菓）、
栗甘納豆（湯崎栗園）、笠間のモンブラン（お菓子の店くりーむ）、焼栗「愛宕山（あたごやま）」（笠
間の焼栗  愛樹マロン）、いばらきマロンタルト（はたおか製菓）、笠間シューくり・プレミアム（菓
子工房 福）、ドルチェ“栗ざんまい”（庭カフェ KULA）、Kasamarron熟成プレミアムモンブラン

（kasamarron cafe）、栗あんぱん（森の石窯パン屋さん）、栗蒸し羊羹（ふる川製菓）、栗だんご（有
限会社 鍋屋本店）、くりん（グリーンファーム）、栗の渋皮煮

かさま スイーツ

筑波  中生 

果頂部に薄毛が生えている。
甘味があり香りが良い。

石
いしづち

鎚  晩生 

色が淡く、つやがよい。煮崩
れが少ない。渋皮煮に適する。

銀寄  中生 

横に張っている。座が広い。
岸根  晩生 

果頂部に膨らみと薄毛あり。

ぽろたん  早生 

国見、丹沢と類似。切れ目を
入れて加熱することで渋皮ま
で剥ける。果肉はもろいが、
色は良い。

国見  早生 

曲面が長い。座が狭い。
出雲  早生 

横に張っている。果頂部に薄
毛。

丹沢  早生 

肩が三角形。つやが無い。

利平  中生 

果頂部に細毛が密生。暗褐色。
大峰  早生 

中粒、座が狭い。
人丸  早生 

小粒、つやが良い。
神峰  早生 

横に張って座が広い。暗褐色。



笠間の偉人
ゆかりの人

　
長
野
県
に
生
ま
れ
、
戦
時
中

に
笠
間
市
に
疎
開
す
る
。
大
学

卒
業
後
、
浄
土
宗
月
崇
寺
の
住

職
を
継
ぎ
、
そ
の
か
た
わ
ら
、

廃
窯
と
な
っ
て
い
た
山
門
下
の

窯
を
再
興
し
、
東
洋
陶
磁
の
研

究
に
勤
し
ん
だ
。
中
国
・
宋
代

磁
州
窯
に
流
れ
を
く
む
練
上
手

の
技
法
を
研
究
。
釉
が
は
じ
け

て
割
れ
る
練
上
嘯
裂（
し
ょ
う

れ
つ
）
文
や
象
嵌
瓷
な
ど
新
た

な
技
法
に
対
し
積
極
的
に
研
究

を
続
け
、
数
多
く
の
賞
を
受
賞

す
る
。
一
九
九
三
年
、
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）

に
認
定
さ
れ
た
。

　
現
在
の
和
歌
山
県
田
辺
市
の

富
裕
な
農
家
に
生
ま
れ
た
。
大

東
流
を
初
め
と
す
る
柔
術
・
剣

術
な
ど
各
武
術
の
修
行
成
果

を
、
独
自
の
精
神
哲
学
で
ま
と

め
、「
和
合
」、「
万
有
愛
護
」等

を
理
念
と
す
る
合
気
道
を
創
始

し
た
。
身
長
一
五
六
セ
ン
チ
な

が
ら
、
大
相
撲
力
士
を
投
げ
飛

ば
す
な
ど
幾
つ
も
の
武
勇
伝
が

残
る
。
老
境
に
至
っ
て
も
多
く

の
”神
技
“を
示
し「
不
世
出
の

達
人
」
と
謳
わ
れ
た
。
合
気
道

を
国
際
的
武
道
に
育
て
た
功
績

か
ら
紫
綬
褒
章
、
勲
三
等
瑞
宝

章
な
ど
を
受
賞
し
た
。

　
浄
土
真
宗
の
宗
祖
。
九
歳
で

出
家
し
、
二
十
年
に
渡
る
比
叡

山
で
の
修
行
後
、「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
を
唱
え
れ
ば
、
人
は
み

な
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
と

説
く
法
然
の
本
願
念
仏
の
教
え

に
出
会
う
。
し
か
し
、
旧
仏
教

団
の
反
感
か
ら
流
罪
の
身
に
。

罪
を
解
か
れ
た
後
、
親
鸞
は
京

へ
は
戻
ら
ず
、
一
二
一
四
年
、

笠
間
郡
稲
田
郷
の
領
主
・
稲
田

頼
重
に
招
か
れ
、
吹
雪
谷
の
地

に「
草
庵
」
を
設
け
布
教
活
動

を
行
っ
た
。
主
著『
教
行
信
証
』

は
、
こ
の
草
庵
で
撰
述
さ
れ
た
。

　

江
戸
に
出
て
浮
世
絵
師
に

学
び
、
工
部
美
術
学
校
に
在

学
中
に
正
教
会
に
改
宗
。
教

会
よ
り
派
遣
さ
れ
聖
像
画
家

と
し
て
帝
政
ロ
シ
ア
の
首
都
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
留
学
し
た
。

女
子
修
道
院
で
イ
コ
ン
製
作

技
術
を
学
び
、
帰
国
後
は
日

本
正
教
会
の
女
子
神
学
校
に

ア
ト
リ
エ
を
構
え
、
イ
コ
ン

製
作
に
没
頭
し
た
。
一
八
九
一

年
に
竣
工
し
た
ニ
コ
ラ
イ
堂

に
も
作
品
を
残
し
た（
関
東
大

震
災
で
焼
失
）。「
ウ
ラ
ジ
ー

ミ
ル
の
聖
母
」な
ど
、
八
十
二

年
の
生
涯
に
三
百
点
あ
ま
り

の
聖
像
を
残
し
た
。

西念寺（稲田）

白凛居（笠間）

浄土真宗の聖典を
草稿し、宗派の礎を

築く

聖名はイリナ。
日本人最初の
イコン画家

笠間の陶芸家として
初めての人間国宝

月崇寺（笠間）

合気道を創始し、
国際的武道として

世界に広める
合気神社（吉岡）

笠間城跡（佐白山）

数学を武器に
日本の文明開化に

貢献

・
村
上
亘（「
剣
術
の
双
璧
」笠
間
示
現
流
剣
術
指
南
番
）

・ 

山
本
鉄
之
丞（「
剣
術
の
双
璧
」笠
間
藩
校
剣
術
師
範
代
）

・ 

島
男
也（
笠
間
藩
剣
法
引
立
世
話
役
）

・ 

加
藤
桜
老（
儒
学
者
・
長
州
藩
藩
校
明
倫
館
教
授
）

・ 

相
馬
主
殿（
新
選
組
最
後
の
局
長
）

・ 

田
中
友
三
郎（
笠
間
焼
中
興
の
祖
）

・ 

宮
田
栄
助（
実
業
家
・
宮
田
製
銃
所（
現
宮
田
工
業
）創
設
者
）

・ 

高
野
公
男（
作
詞
家
）

・ 

野
沢
拓
也（
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
）

・ 

川
崎
真
裕
美（
競
歩
選
手・ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
20
㎞
競
歩
代
表
）

・ 

長
谷
川
良
信（
教
育
者
・
淑
徳
大
学
設
立
）

・ 

安
達
勇
人（
歌
手
・
俳
優
）

・ 

パ
ン
チ
佐
藤（
元
プ
ロ
野
球
選
手・タ
レ
ン
ト・笠
間
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
）

・ 

星
野
陸
也（
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
）

・ 

畑
岡
奈
紗（
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
）

・ 

金
澤
志
奈（
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
）

・ 

假
屋
崎
省
吾（
華
道
家
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

長
谷
川
智
恵
子（
日
動
画
廊 

日
動
美
術
館
副
館
長
・
か
さ
ま
応
援

大
使
）

・ 

柏
木
由
紀
子（
女
優
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

大
島
花
子（
歌
手
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

舞
坂
ゆ
き
子（
女
優
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

純
烈（
歌
手
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

岩
崎
均（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
総
料
理
長
・
か
さ

ま
応
援
大
使
）

・ 

富
田
治（
中
華
そ
ば
と
み
田
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

鎌
田
由
美
子（
㈱
O
N
E
・
G
L
O
C
A
L
代
表
取
締
役
・
か
さ
ま

応
援
大
使
）

・ 

小
田
井
涼
平（
歌
手
・
か
さ
ま
応
援
大
使
） 

︿
敬
称
略
・
順
不
同
﹀

笠間稲荷神社

安達勇人

星野陸也

畑岡奈紗

「笠間は第二の
ふるさと」が
口癖だった

歴史と伝統が育む人となり。この街も、優れた先人
を輩出し、その功績を語り継ぎ、新たな時代、新た
な世代を育てて今に至ります。

この地を治め、剣術に、武道に長ける者や、神や仏
に仕え、芸を誉れとし、学者、あるいは哲学者として、
この国を支えてきた笠間の偉人を紹介します。

松ま
つ
い井 
康こ

う
せ
い成
陶
芸
家

1
9
2
7
︱
2
0
0
3

　
笠
間
藩
の
算
学
者
甲
斐
駒
蔵

に
入
門
し
、
和
算
を
修
学
。
江

戸
詰
め
に
な
る
と
、
甲
斐
と
共

に『
量
地
図
説
』
を
著
す
。
江

戸
幕
府
天
文
方
に
出
仕
し
砲
術

や
軍
学
・
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん

だ
。
勝
海
舟
を
補
佐
し
航
海
長

と
し
て
咸
臨
丸
に
乗
船
、
米
国

へ
。
帰
国
後
、
軍
艦
頭
取
に
。

明
治
政
府
で
は
民
生
方
面
の
業

務
に
情
熱
を
注
ぎ
、
珠
算
の
復

活
を
建
言
。
西
洋
式
数
学
の
普

及
に
も
努
め
、
尋
常
小
学
校
用

の
教
科
書『
新
撰
洋
算
初
歩
』

を
編
纂
し
た
。

小お

の野 

友と
も
ご
ろ
う

五
郎
数
学
者

1
8
1
7
︱
1
8
9
8

植う
え
し
ば芝 

盛も
り
へ
い平
合
気
道
開
祖

1
8
8
3
︱ 

1
9
6
9

　
こ
の
街
で
は
、
正
午
に「
上
を

向
い
て
歩
こ
う
」、
夕
方
に「
明

日
が
あ
る
さ
」の
メ
ロ
デ
ィ
が
流

れ
る
。
坂
本
九
の
代
表
曲
だ
。

坂
本
の
母
は
大
町
の
出
身
。
坂

本
家
は
戦
時
中
、
笠
間
に
疎
開

し
、
坂
本
は
幼
稚
園
、
小
学
校

を
こ
こ
で
過
ご
し
た
。
後
に
、
幼

稚
園
に
ピ
ア
ノ
を
寄
贈
、
石
井

台
の
旧
笠
間
市
役
所
建
設
に
協

力
し
歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催
す
る

な
ど
、
こ
の
地
を
第
二
の
故
郷
と

親
し
ん
だ
。
女
優
・
柏
木
由
紀

子
と
の
挙
式
は
笠
間
稲
荷
神
社
。

市
内
で
の
盛
大
な
パ
レ
ー
ド
は

今
も
語
り
草
だ
。

坂さ
か
も
と本 

九き
ゅ
う

歌
手

1
9
4
1
︱
1
9
8
5

親し
ん
ら
ん鸞
浄
土
真
宗
・
宗
祖

1
1
7
3
︱
1
2
6
2

山や
ま
し
た下 

り
ん
イ
コ
ン
画
家

1
8
5
7 

︱
1
9
3
9

　
旧
笠
間
藩
士
・
木
村
信
義
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
武
山

の
号
は
、
笠
間
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
言
え
る
佐
白
山
・
山
上
の
別

称「
阿お

た

け
武
山
」
に
由
来
す
る
。

東
京
開
成
中
学
校
に
入
学
す

る
が
、
翌
年
、
東
京
美
術
学
校

に
編
入
。
同
校
教
授
の
下
村
観

山
の
強
い
影
響
を
受
け
、
一
九

〇
六
年
に
同
氏
の
推
挙
で
岡

倉
天
心
や
横
山
大
観
ら
と
と

も
に
、
北
茨
城
・
五
浦
に
一
家

を
あ
げ
て
同
行
す
る
。
一
九
一

四
年
、
大
観
・
観
山
ら
と
共
に

日
本
美
術
院
を
再
興
。
美
術
院

き
っ
て
の
カ
ラ
リ
ス
ト
と
評

さ
れ
た
。

大日堂（箱田）

岡倉天心のもとで
日本画の近代化に

尽力

木き
む
ら村 

武ぶ
ざ
ん山
日
本
画
家

1
8
7
6
︱
1
9
4
2

松井康成著・講談社刊
『涅槃』

笠間の偉人 田中友三郎 漫画制作
委員会・笠間市教育委員会発行

『笠間焼中興の祖 田中友三郎』

今野敏著・講談社刊
『天を測る』

柏木由紀子著・扶桑社刊
『上を向いて歩こう』

笠
間
ゆ
か
り
の
作
品

笠
間
ゆ
か
り
の
偉
人
・

ゆ
か
り
の
人
び
と
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観光
年間入込観光客数（令和3年） 県内4位 2,635,400人

うち日帰り客 2,471,478人

うち宿泊客 163,922人

うち県外客 1,064,965人

うち県内客 1,570,435人

正月三が日の
初詣客

（令和4年）
笠間稲荷神社 240,000人

ゴールデン
ウィークの
観光客数

（令和4年）

笠間の陶炎祭
（4月29日〜5月5日） 78,901人

笠間つつじまつり
（4月16日〜5月8日） 32,563人

菊まつり関連観光客数（令和3年度） 727,000人

Kasama City Guide
The Data File

数字で見る
笠間市のすがた

気象
平均気温（令和3年） 14.2℃

最高気温（平成19年8月15日） 38.2℃

最低気温（昭和59年1月20日） ー13.3℃

年降水量（令和3年） 1,654.5㎜

最大瞬間風速（平成30年10月1日） 35.4m/s
出典： 令和4年度版 統計かさま・市町村早わかり（令和4年7月茨

城県）・令和2年国勢調査結果・2020年農林業センサス結果

主な農作物 （令和2年）

区分 栽培農家数 耕作面積

梅 県内1位    39戸 県内2位 8ha

栗 全国1位  669戸 全国1位 484ha

花き類 県内2位    62戸 県内2位 115ha

一般診療所数〔10万人当たり〕
（令和2年10月1日現在） 県内23位 53.3施設

医師数〔10万人当たり〕
（令和2年12月31日現在） 県内4位 329.4人

歯科診療所数〔10万人当たり〕
（令和2年10月1日現在） 県内17位 46.5施設

歯科医師数〔10万人当たり〕
（令和2年12月31日現在） 県内16位 65.6人

健康・医療

基本情報
面積（令和3年10月1日現在） 240.40㎢

可住地面積（令和元年現在） 139.93㎢

人口（令和5年1月1日現在） 71,901人
市町村内総生産（名目）

（令和元年度） 266,110百万円

産業構造
（ 令和2年10月1日現在〈構

成比率の母数には分類不
能の産業含まず〉）

第1次産業 5.96％

第2次産業 26.05％

第3次産業 67.99％
製造品出荷額等〔従業員4人以上〕

（令和3年6月1日） 160,129百万円

歳出決算総額〔住民1人当たり〕
（令和2年度） 582.50千円

図書館貸出数（人口8万人未満）
（令和2年度） 10年連続全国1位  約93万6千点



355

355

355
355

43

30

61

39

64 42

1

43

145

105

113

281109

16

5050

226

ゆかいふれあい
センター

笠間市
環境センター

茨城中央
工業団地
（笠間地区）

塙家住宅

涸沼川

岩間工業団地

岩間海洋センター

市民センターいわま
地域福祉センターいわま

地域福祉センターともべ

地域交流センター
ともべ「Tomoa」

地域交流センター
いわま「あたご」

茨城県立中央病院

北山公園

笠間東工業団地

kasamarron cafe

&HAUS

飯田ダム

地域医療センター
かさま

茨城県教育研修センター
道の駅
かさま

笠間栗ファクトリー

JR常
磐線

JR水戸線

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

笠間市役所
友部
図書館

友部公民館 友部社会福祉会館

筑波海軍航空隊記念館
茨城県立こころの医療センター

合気神社
合気道場

ETOWA KASAMA
（エトワ笠間）

愛宕神社 飯綱神社
滝入不動堂

岩間体験学習館「分校」

東京大学
農学部附属牧場

至ひたちなか

至土浦

至前橋

至いわき

至水戸

至水戸

至益子

至桜川

至東京

友部JCT

友部IC

笠間PA

笠間西IC

岩間駅

宍戸駅

友部駅

笠間駅
稲田駅

福原駅

愛宕山

岩間IC

北関東自動車道

常
磐
自
動
車
道

友部SA
（スマートIC）

笠間市役所岩間支所
岩間公民館
岩間図書館

難台山

吾国山

いこいの家
はなさか

歴史民俗
資料館

笠間芸術の森公園
茨城県陶芸美術館
茨城県立笠間陶芸大学校
笠間工芸の丘
ムラサキパークかさま

笠間の家

笠間城跡

笠間つつじ公園
かさま歴史交流館 井筒屋

佐白山観世音寺

楞厳寺

笠間市
総合公園

大日堂

稲田石材
団地

富田家住宅
主屋

笠間南
工業団地

笠間クラインガルテン

春風萬里荘

岩谷寺柊山公園

常陸国
出雲大社

西念寺

石の百年館
笠間西

工業団地

石切山脈
笠間日動美術館

笠間公民館
笠間図書館

市民体育館 佐白山

朝房山

仏頂山

笠間稲荷
神社

笠間市役所笠間支所

弥勒教会

エコフロンティア
かさま

富士カントリー
笠間倶楽部

桜の宮ゴルフ倶楽部

カントリークラブ
ザ・レイクス

宍戸ヒルズ
カントリークラブ

ゴルフ５カントリー
かさまフォレスト

石岡ゴルフ倶楽部
ウエストコース

ＪＧＭ笠間
ゴルフクラブ

スターツ笠間
ゴルフ倶楽部

扶桑カントリー倶楽部

笠間カントリー
クラブ

笠間
中央公園

楞厳寺山門
ヒメハルゼミ

すずらん群生地

かたくり群生地
ブナ林の巨樹

宍戸城跡
 土塁

●車で
東京方面から

北関東自動車道
約5分三郷IC 友部JCT 友部IC常磐自動車道

約50分
宇都宮方面から
宇都宮上三川IC 友部IC北関東自動車道

約25分

●高速バスで
東京方面から
秋葉原駅 笠間駅前高速バス・関東やきものライナー

約115分
茨城空港から

●電車で
東京方面から

友部駅東京駅 JR常磐線・特急
約70分

福島方面から
友部駅JR常磐線・普通

約20分いわき駅 水戸駅JR常磐線・特急
約65分

友部駅JR常磐線・普通
約20分茨城空港 水戸駅高速バス・茨城空港線

約40分

山頂
市役所・支所
小・中・義務教育・
高等学校
警察署
消防署
ゴルフ場

凡　例

笠間市へのアクセス

茨城県

茨城空港

常
磐
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

友部

宇都宮

小山
JR水戸

線

つ
く
ば
エクス

プレス

友部IC 友部
JCT

茨城町JCT

鶴ヶ島JCT

茨城空港北IC

常陸那珂港IC

土浦

我孫子

成田

つくば

水戸

つくば
JCT

大栄JCT成田IC

笠間西IC

水戸
IC

宇都宮
上三川IC

久喜
白岡JCT

川口JCT

大泉JCT

三郷
JCT

栃木都賀
JCT

岩舟JCT

北関東 自動車道

圏央道

東関東自動
車道

外環道

岩間IC

羽田空港

上野

東京

成田空港

鉾田IC

潮来IC

栃木県

群馬県群馬県

福島県

埼玉県

神奈川県
千葉県

東京都

笠間市

秋葉原

広域地図 笠間市
地図

Kasama City Map

0 1 2km

　笠間市は、豊かな自然に恵まれ、先人たちが育んできた歴史や
文化の薫るまちです。わたしたちは、このふるさとを愛し、市民
相互の交流につとめ、｢住みよいまち 訪れてよいまち 笠間｣をめ
ざします。

笠間市民憲章
わたしたち笠間市民のねがい

〈平成19年（2007年）1月1日制定〉

・自然を愛し、美しくゆめのあるまちにしよう
・健康で働き、元気でいきがいのあるまちにしよう
・ 歴史と文化を大切にし、豊かでうるおいのあるまち

にしよう
・ 思いやりの心を育て、明るいほほえみのあるまちに

しよう
・きまりを守り、安心でやすらぎのあるまちにしよう

笠間市全域に生息しているう
ぐいすは、鳴き声が美しく、
春の訪れを感じさせてくれま
す。自然環境に恵まれた笠間
市をイメージでき、市民に
とって身近で親しまれている
鳥といえます。このようなこ
とから、笠間市のシンボルと
してふさわしい鳥です。

市の鳥「うぐいす」 City bird emblem : Japanese Bush warbler

笠間市内には、愛宕山、北山
公園、佐白山など、桜の名所
が数多くあります。春には花
が市内全域を網羅して咲き誇
ることから、各所で桜まつり
が行われていて、市民にとっ
て極めて身近な樹木といえま
す。このようなことから、笠
間市のシンボルとしてふさわ
しい木です。

市の木「さくら」 City arboreal emblem : Cherry tree

笠間市の花・木・鳥
〈平成19年（2007年）1月1日制定〉

笠間市は、菊まつりや菊人形
が有名で伝統があります。ま
た、市内では農業生産として
も菊の栽培が盛んに行われて
います。これらのことからも
市民に親しまれている花とい
え、笠間市のシンボルとして
ふさわしい花です。

市の花「きく」City floral emblem : Chrysanthemum

3市町の合併を意味する強い団結の輪で、笠間市の頭文字「 K」を
表現。人も緑も水もいきいきと輝く姿や、また列車や自動車道等
の交通の要衡としての利便性も表し、「住みよいまち、訪れてよい
まち、笠間市」をイメージしました。
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